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本
稿
の
課
題
は
、
一
般
的
に
言
え
ば
、
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
歴
史
を
跡
づ
け
、
そ
の
歴
史
的
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
私
は
、
徳
川
期
か
ら
明
治
末
期
に
い
た
る
友
子
制
度
の
歴
史
に
つ
い
て
既
に
発
表
し
た
『
日
本
の
伝
統
的
労
資
関
係
ｌ
友
子
制
度
史
の
研
究
ｌ
』
（
世
界
書
院
、
’
九
八
九
年
刊
）
に
お
い
て
、
か
な
り
詳
し
く
検
討
し
た
。
し
か
し
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
を経て昭和期に至る友子制度の歴史についてはまだ未検討であった。
当
面
の
私
の
友
子
研
究
の
課
題
は
、
拙
著
で
残
し
た
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
以
降
の
友
子
制
度
の
実
態
、
私
の
研
究
方
法
論
の
言
い
方
に
よ
れ
ば
、
友
子
制
度
の
確
立
期
以
降
に
友
子
制
度
が
ど
の
様
に
発
展
し
、
変
容
し
、
解
体
し
た
か
、
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
本
来
の
課
題
を
果
た
す
た
め
の
一
つ
の
分
析
的
な
試
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
の
足
尾
銅
②
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
制
度
の
構
造
１
１
坑
夫
飯
場
組
合
規
約
の
分
析
１
０
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
の
活
動
Ⅲ
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
制
度
残
存
の
理
由
（
以
上
本
号
）
三
大
正
八
年
争
議
後
の
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
改
編
ｌ
経
営
者
に
よ
る
友
子
の
従
業
員
団
体
化
ｌ
Ⅲ
大
正
期
に
お
け
る
鉱
業
所
の
友
子
政
策
の
展
開
②
鉱
夫
飯
場
組
合
の
改
革
と
友
子
制
度
の
回
復
③
飯
場
制
度
の
廃
止
と
「
鉱
夫
組
合
」
下
の
友
子
制
度
の
展
開
側
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
消
滅
は
じ
め
に
364 足尾銅山における友子制度の変遷 (上） （３） 
山
の
友
子
制
度
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
の
中
心
的
課
題
は
、
足
尾
の
友
子
制
度
の
実
態
を
全
面
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
専
ら
明
治
末
期
と
大
正
期
に
於
け
る
鉱
山
経
営
者
の
友
子
政
策
と
そ
の
下
で
の
友
子
の
特
殊
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
銅
山
暴
動
以
後
、
経
営
者
が
自
立
的
だ
っ
た
友
子
を
飯
場
組
合
の
中
に
閉
じ
込
め
、
あ
る
い
は
飯
場
制
度
が
解
体
し
た
後
は
友
子
を
カ
ン
。
ハ
ニ
ー
・
ユ
ニ
オ
ン
と
も
言
う
べ
き
「
鉱
夫
組
合
」
に
改
編
し
、
友
子
を
企
業
の
も
と
に
従
属
し
よ
う
と
し
た
労
務
政
策
を
明
ら
か
に
し
、
経
営
者
の
も
と
に
包
摂
さ
れ
た
友
子
制
度
が
ど
の
様
な
構
造
を
形
成
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
友
子
制
度
は
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
明
治
四
十
年
の
足
尾
銅
山
、
別
子
銅
山
、
幌
内
炭
鉱
の
三
大
暴
動
以
後
、
鉱
山
経
営
者
か
ら
危
険
視
さ
れ
、
自
立
性
を
奪
わ
れ
、
企
業
の
も
と
に
従
属
さ
れ
る
傾
向
を
強
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
が
足
尾
銅
山
と
別
子
銅
山
の
友
子
で
あ
っ
た
。
大
正
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
構
造
的
な
特
質
の
一
つ
は
、
こ
の
点
に
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
本
稿
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
構
造
の
特
質
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
足
尾
暴
動
以
後
、
経
営
者
が
何
故
友
子
を
飯
場
制
度
の
も
と
に
再
編
し
よ
う
と
し
た
か
、
あ
る
い
は
、
で
は
何
故
経
営
者
が
友
子
制
度
を
廃
止
し
な
い
で
飯
場
制
度
の
も
と
に
再
編
し
た
り
、
「
鉱
夫
組
合
」
に
改
編
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
な
ど
の
理
由
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
本
稿
は
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
明
治
後
期
の
足
尾
銅
山
の
友
子
資
料
を
分
析
し
て
、
前
掲
拙
著
で
は
十分明らかに出来なかった友子の自立性あるいは民主的傾向、飯場制度との癒着などを具体的に検証することにな
る。な
お
友
子
制
度
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
説
明
は
、
既
に
拙
著
で
詳
し
く
行
っ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
省
い
た
。
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（３） 
神岡鉱山などの例から、下稼人達が採鉱を行う古河経営下では、友子制度は初めから存在していた－と思われる。
し
か
し
今
の
処
そ
れ
を
証
明
す
る
資
料
が
な
い
。
古
河
は
、
明
治
十
五
年
頃
か
ら
、
鉱
山
の
近
代
化
に
取
り
組
み
、
徐
々
に
下
稼
人
の
採
掘
権
を
買
収
し
て
、
下
稼
人
の
有
力
者
を
飯
場頭に登用し、他の下稼人を単なる鉱夫に再編成して、足尾銅山の経営体制を資本主義的に整備していった。この
過程は、必ずしも簡単なものではなかった。特に飯場頭の採用は、他の有力鉱山の有力坑夫や飯場頭の引き抜きに
（４） 
よって行われた。
足尾銅山は、十七世紀の初めから既に銅の採掘を行っていた。足尾の銅採掘が盛んだったのは、主に十七世紀後
（１） 
半から十八世紀の中葉頃までで、その後衰退してしまった。明治維新前後は、殆ど採掘していなかった。従って、
徳
川
時
代
の
足
尾
の
友
子
に
つ
い
て
は
、
何
の
手
が
か
り
も
な
い
。
明治維新後、鉱山開発ブームが起こり、明治十年に古河市兵衛が前任者から足尾の鉱区権を譲り受けて、これよ
り近代における足尾銅山経営が開始された。と言っても足尾銅山の経営は、当初は昔からの採掘法を受け継ぎ、下
稼
人
と
呼
ば
れ
る
小
親
方
鉱
夫
と
何
人
か
の
鉱
夫
の
小
集
団
が
銅
を
採
掘
し
、
し
か
も
彼
ら
が
粗
精
錬
し
た
銅
を
買
い
上
げ
る
と
言
っ
（２） 
た十℃のであった。
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
過
程
に
お
い
て
各
地
の
鉱
山
か
ら
有
力
坑
夫
や
飯
場
頭
と
と
も
に
、
足
尾
に
持
ち
Ⅲ
足
尾
銅
山
の
開
発
と
友
子
制
度
の
導
入
と
確
立
明
治
四
十
年
暴
動
前
の
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
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込
ま
れ
た
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
、
足
尾
銅
山
の
友
子
は
、
明
治
十
年
代
末
か
ら
二
十
年
代
初
め
に
は
、
制
度
的
に
整
備
さ
れ
、
そ
の
（５） 
後更に制度的に確立していった、と一一一一口うのが私の見解であった。
最
近
発
見
さ
れ
た
本
山
坑
の
友
子
資
料
は
、
本
山
坑
で
、
土
田
栄
三
郎
は
明
治
十
八
年
五
月
十
七
日
に
、
金
子
亀
蔵
は
明
治
十
九
年
（６） 
十一一月一一一十一日に取立てられ、その後も明治二十一年、一一十三年に取立が行われた、と記している。この資料によ
れ
ば
、
明
治
十
年
代
末
か
ら
二
十
年
代
初
め
に
友
子
の
取
立
が
制
度
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
取
立
制
度
は
、
友
子
制
度
の中核をなしており、友子組織なしに有り得ない。
既
に
私
は
、
塩
野
良
作
「
名
山
足
尾
』
の
一
文
を
引
用
し
て
、
明
治
二
十
年
代
初
め
の
足
尾
銅
山
で
、
「
坑
夫
仲
間
で
は
親
分
が
な
い
と
、
自
分
の
立
場
が
苦
し
く
な
っ
た
」
り
、
友
子
制
度
が
鉱
夫
社
会
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
に
な
り
、
ま
た
「
友
子
の
徐
外
」
（７） 
と一一一己う厳しい除名処分もあり、厳しい規律を持った集団が存在していた、と指摘した。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
足
尾
銅
山
に
限
ら
ず
明
治
二
十
年
代
の
友
子
制
度
の
実
態
を
示
す
資
料
は
殆
ど
無
い
。
と
は
言
え
、
友
子
制
度
は
、
明
治
二
十
年
代
を
通
し
て
、
鉱
山
業
の
発
展
と
と
も
に
発
達
し
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
明
治
三
十
年
代
前
半
期
に、友子制度は、制度的にしっかりと確立したと言える。
足
尾
銅
山
に
つ
い
て
言
え
ば
、
松
原
岩
五
郎
は
、
明
治
二
十
九
年
四
月
に
「
国
民
新
聞
』
で
足
尾
銅
山
に
は
「
坑
夫
仲
間
に
遺
伝
せ
る
一
種
の
気
風
」
あ
り
と
、
友
子
に
着
目
し
て
、
「
親
分
あ
り
乾
児
あ
り
、
仲
間
を
呼
ぶ
に
皆
兄
弟
を
以
て
し
、
…
…
此
の
仲
間
に
通
せ
る
一
つ
の
社
会
的
規
約
あ
り
て
、
其
法
律
を
遵
守
す
る
こ
と
堅
し
」
、
「
是
は
唯
こ
の
礦
山
に
の
み
か
ぎ
り
た
る
約
束
に
あ
ら
ず
し
（８） 
て
、
全
国
何
れ
の
礦山に於ても、従来より定れる約束にして、坑夫仲間の渡り規則なり」と指摘し、友子制度につい
て、全国何れ（
て種々論じた。
以
上
の
よ
う
に
、
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
は
、
明
治
二
十
年
代
初
め
か
ら
三
十
年
代
の
初
め
ま
で
に
か
な
り
の
発
達
を
見
た
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（１） 
明
治
四
十
年
の
足
尾
銅
山
暴
動
の
裁
判
記
録
は
、
当
時
の
足
尾
銅
山
の
友
子
制
度
の
実
態
の
一
端
を
浮
圭
ご
彫
り
に
し
た
。
ま
た
暴
動
（２） 
後
の
鉱
業
所
に
よ
る
友
子
制
度
の
改
編
は
、
変
型
し
た
友
子
制
度
の
実
態
を
資
料
的
に
一
示
し
た
。
し
か
し
暴
動
前
の
足
尾
銅
山
の
友
子
制
度
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
資
料
が
な
く
、
そ
の
実
態
は
殆
ど
分
か
ら
な
か
っ
た
。
最
近
一
一
、
三
の
友
子
資
料
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
暴
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
友
子
の
一
次
資
料
は
な
く
、
友
子
の
正
確
な
実
態
は
十
分
に
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
最
近
本
山
坑
の
友
子
資
料
が
発
見
さ
れ
、
明
治
三
十
七
年
頃
か
ら
明
治
末
年
頃
ま
で
の
足
尾
銅
山
の
友
子
の
実
態
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
に
そ
れ
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
百百才百百Ｔ注
、=〆、＿ン、､〆受一〆邑一ノ、＝／
（
６
）
本
山
坑
夫
交
際
所
『
奉
願
帳
寄
付
帳
写
帳
』
（
明
治
三
十
八
年
）
、
足
尾
町
太
田
貞
祐
氏
蔵
。
な
お
新
資
料
に
つ
い
て
は
、
太
田
貞
祐
『
足
尾
銅山の社会史』（労働総合研究所刊）を参照されたい。
（
７
）
前
掲
拙
著
、
第
三
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（８）『明治文化全集』第十五巻、一一四一’三頁。
②
明
治
三
十
年
代
末
の
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
構
造
Ｈ
１
明
治
三
十
九
年
の
小
滝
坑
友
子
規
約
の
分
析
Ｉ
小葉田淳「近世足尾銅山史の研究」、『日本歴史」一九七三年一月号参照。
古河鉱業『創業一○○年史』、五八頁。
拙
著
『
日
本
の
伝
統
的
労
資
関
係
』
、
一
八
七
頁
。
古
河
鉱
業
前
掲
書
、
六
二
頁
以
下
。
古河鉱業前掲書、六二頁Ｎ
前掲拙著、一九八’九頁。
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第１図足尾銅山の友子組織あは
っ、｜ﾉﾘ111連合
(上） （７） 
動
前
の
友
子
の
実
態
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。
当時の足尾銅山の友子は、第１図に示したように、本山坑、通洞坑、實子橋坑、小滝坑の四坑に一つの友子組織
があり、各坑の一つの友子組織は、友子に加入する鉱夫（友子鉱夫と呼んでおきたい）からなる多数の飯場（友子
飯場と呼んでおきたい）から構成されていた。友子鉱夫ではない鉱夫（不熟練の運搬夫、その他の雑夫）からなる
非
友
子
飯
場
が
、
そ
れ
に
並
存
し
て
い
た
。
（３） 
幸い足尾銅山の小滝坑における明治三十九年改正の友子規約が残されている。当時足尾銅山における各坑の友子
は、独立してはいるが、密接な関係を維持しながら活動し、同一企業内の友子であったから制度的にはほご同一で
あ
っ
た
。
従
っ
て
小
滝
坑
の
友
子
規
約
は
、
他
の
坑
の
友
子
規
約
と
ほ
ぼ
基
本
的
に
同
一
の
も
の
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
～通小水涜洞滝１１１
１:lmu 祠は、他の坑の友子規約とほぼ基本的に同一のものと見て差し支えない。われわれ
年
年
は、この規約を分析して、足尾銅山の友子制度の基本構造を明一ｂか
６
１
 
帆州孵にしたい。
｜一一一王
さてこの規約は、表紙に「足尾鉱山坑夫一般規約条例」とあり、
場
場
ｕ
Ⅷ川馴ｊ続いて「規約条例ハ当山坑夫一般ノ法規ニシテ各自遵守シ違反スベ
踞燗カラズ」との小文があり、小滝坑の一一十一一一飯場から各一一名の代表者
ｒ
ｊ
 
蠅蠅辨州皿祗川年孵糾”』鐘垂佳斗丘智飛川壱叶軌伽一一月更正実行」とあり、
繩眼「職務章程」と題する規約の前文には、「山中大當番タル者ハ山中
場
場
資
ｒ
一般一一関スル百般ノ事務ヲ総理スルモノトス」と記し、友子の最高
ⅧⅧ彫責任者として山中大當番を位置づけている。規約は、全八章五十二
（８） 359 
條
（
付
則
懲
罰
法
）
か
ら
な
る
長
文
で
、
前
文
の
後
に
「
規
約
條
例
」
と
の
表
題
が
あ
る
。
第
一
章
は
、
友
子
の
心
得
、
会
費
、
第
二
章
は
、
役
員
の
選
挙
、
第
三
章
は
、
役
員
会
議
、
第
四
章
は
、
箱
元
交
際
（
他
鉱
山
の
友
子
と
の
附
合
）
及
び
雇
用
、
就
業
、
第
五
章
は
、
鉱
石
窃
盗
、
休
日
、
第
六
章
は
、
取
立
式
、
第
七
章
は
、
共
済
、
第
八
章
は
、
祭
典
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
第
一
章
か
ら
見
て
み
よ
う
。
第
一
條
は
、
「
足
尾
小
滝
銅
山
坑
夫
ハ
信
義
ヲ
重
ジ
日
常
職
務
ヲ
勉
励
シ
以
テ
相
互
二
義
ヲ
儘
シ
荷
且
（
か
り
そ
め
）
ニ
モ
軽
忽
ナ
ル
挙
動
ハ
決
シ
テ
否
（
せ
ざ
る
）
ベ
キ
事
」
と
記
し
、
こ
の
規
約
が
小
滝
坑
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
規
定
の
内
容
は
、
友
子
の
心
得
、
職
業
倫
理
を
簡
潔
に
指
摘
し
た
も
の
と
言
え
る
。
第
二
條
は
、
諸
規
則
の
「
遵
守
」
を
唱
い
、
第
三
條
は
、
当
規
約
を
各
飯
場
に
備
え
置
く
こ
と
、
新
坑
夫
人
飯
に
際
し
て
提
示
す
る
こ
と
な
ど
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
第
川
條
は
、
会
費
の
規
定
で
、
支
出
に
応
じ
て
？
月
毎
Ｌ
に
そ
の
都
度
「
徴
収
Ｌ
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
定
額
の
会
費
制
で
は
な
く
、
支
出
か
ら
割
り
出
す
会
費
で
あ
っ
た
。
し
か
し
会
費
の
問
題
は
、
非
常
に
複
雑
で
あ
る
。
つ
ま
り
山
中
交
際
費
だ
け
を
友
子
会
費
の
対
象
と
見
る
か
、
飯
場
交
際
を
も
友
子
の
会
費
と
見
る
か
に
よ
っ
て
、
友
子
会
費
の
大
き
さ
が
著
し
く
異
な
る
。
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
友
子
の
会
費
は
、
「
飯
場
割
」
と
言
う
形
式
で
、
友
子
の
会
費
と
飯
場
経
営
の
費
用
の
一
部
が
一
緒
に
な
っ
て
徴
収
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
会
費
の
納
入
は
給
料
支
給
日
よ
り
五
日
以
内
と
し
、
違
反
者
は
、
付
則
の
懲
罰
法
に
よ
り
、
遅
延
三
十
分
毎
に
五
十
銭
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
た
。
非
常
に
厳
し
い
規
定
で
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
第
五
條
は
、
会
計
担
当
の
大
當
番
が
、
会
費
を
持
ち
逃
げ
し
た
り
、
使
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
は
、
人
當
番
を
選
出
し
て
い
る
飯
場の責任で返済し、当事者は、懲罰法により友子から除名されると規定している。
第
二
章
は
、
山
中
委
員
の
「
撰
挙
法
」
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
六
條
は
、
「
山
中
委
員
ハ
各
飯
場
二
於
テ
弐
名
ヲ
撰
挙
」
し
、
直
ち
に
大
當
番
に
届
出
る
べ
し
と
規
定
し
て
い
る
。
任
期
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
に
見
る
よ
う
に
他
坑
の
例
で
は
、
一
カ
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
山
中
委
員
と
は
、
各
飯
場
か
ら
選
出
さ
れ
る
友
子
の
代
表
で
あ
り
、
友
子
は
、
各
飯
場
か
ら
二
名
ず
つ
の
代
も
っ
と
も
第
二
章
で
は
、
肝
心
の
大
當
番
や
箱
元
の
選
出
法
に
つ
い
て
何
も
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
大
當
番
は
、
当
時
は
後
に
本
山
坑
友
子
の
分
析
で
詳
し
く
み
る
よ
う
に
、
飯
場
頭
に
よ
っ
て
交
替
で
担
当
さ
れ
、
箱
元
も
大
當
番
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
飯
場
頭
に
よ
る
友
子
の
支
配
が
強
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
仕第三章は、山中委員の会議のルールを「議会法」として規定している。第七條は、「山中会議Ｌの開催には、大
雌當番は、予め「議事案」を作り、「開会時日」を付けて各委員に「報告」し、各委員の「捺印」を要すると規定し
即ている。第八條は、会議の成立条件を規定したもので、委員の半数以上で開会し、「可否」を決する場合は、「半数
蹄以上」の「賛成」が必要であると規定している。同数の場合は、大当番に判断が委ねられた。友子の伝統的な慣行
（４） 
敬は、友子の重要な問題は、この山中会議に諮ったうえで決められなければならないとされていた。この他、欠席に
ナ制ついて詳しい規定がなされているが、一」一」では説明を省きたい。
｝」
川第十一條は、大當番は、「会議ヲ擾乱」した者、「酒気」を帯び会議を「妨」げた者に「退場」を〈叩じる一」とが出
刷慰来ると規定している。第十二條は、〈呑議の決議事項は、必ず「議事録」に記載し、大當番はそれを読み上げ、各委
足
員
の
捺
印
を
要
す
る
、
そ
し
て
各
委
員
は
各
自
の
飯
場
へ
三
日
以
内
に
「
通
知
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
山
中
会
議
の
ル
ー
ル
の
厳
し
さ
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
第
四
章
は
、
ま
ず
他
山
と
の
交
際
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
第
十
五
條
は
、
「
他
鉱
山
及
ビ
富
山
内
」
に
対
す
る
「
事
務
」
は
、
８大當番の「負担」であり、｜「他山二対スル往復書類」の費用は予備金から支出すると規定している。第十六條は、「箱
５
 
３
 
元
ヨ
リ
発
布
セ
シ
回
章
類
」
を
紛
失
し
た
時
は
「
金
五
十
銭
」
の
罰
金
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
｝
」
で
友
子
が
他
鉱
山
と
の
書
簡
（９） 
表委員を選び、山中一
持っていたのである。
山
中
委
員
の
会
議
を
も
ち
、
友
子
の
最
高
決
定
機
関
と
し
て
い
た
。
友
子
は
、
こ
の
よ
う
な
民
主
的
な
運
営
機
関
を
(１０） 357 
の
交
換
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
第
十
七
條
は
、
浪
人
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
、
「
各
飯
場
二
於
テ
使
役
ノ
有
無
」
に
拘
ら
ず
、
「
登
飯
浪
人
」
に
は
、
「
洗
足
前
箱元へ出頭ナサシメ山中交際トシテ金弐十銭並一一証明書」を与え、飯場に迎え入れるべきである、と規定している。
これは、浪人鉱夫がある鉱山に友子を頼って登飯してきた時の手順を示している。
第
十
八
條
か
ら
二
十
條
ま
で
は
友
子
鉱
夫
の
守
る
べ
き
雇
用
、
労
働
、
生
活
の
秩
序
を
規
定
し
た
も
の
で
、
他
の
友
子
規
定
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
第
十
八
條
は
、
「
職
務
上
一
一
関
シ
破
廉
恥
ノ
所
業
」
（
職
務
上
で
の
重
要
な
友
子
ル
ー
ル
違
反
を
指
し
て
い
る
）
を
な
し
、
「
坑
夫
全
体
二
面
目
ヲ
汚
シ
」
、
改
心
し
な
い
者
は
、
懲
罰
法
に
よ
り
除
名
し
他
鉱
山
に
「
通
牒
」
す
る
と
し
て
い
る
。
第
十
九
條
も
前
條
と
同
様
の
規
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
初
め
て
当
鉱
山
で
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
者
は
、
「
保
証
人
並
一
一
飯
場
一
同
ノ
厚
誼
ニ
ョ
リ
住
口
ヲ
得
以
テ
職
業
ヲ
経
営
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
出
精
勉
強
ヲ
以
テ
従
事
ス
ル
ハ
當
然
ク
リ
」
と
し
、
し
か
る
に
「
川
則
を
拠
棄
シ
業
務
二
倦
怠
シ
」
、
脱
走
し
た
り
下
山
し
た
者
は
、
友
子
の
「
厚
意
ヲ
忘
恩
シ
義
務
ヲ
欠
キ
…
…
迷
惑
ノ
係
ル
所
業
Ｌ
で
あ
る
と
し
て
、
除
名
処
分
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
事
情
の
あ
る
場
合
は
、
救
済
も
あ
り
う
る
と
付
け
加
え
て
い
る
。
友
子
は
、
直
接
資
本
と
雇
用
関
係
を
結
ん
で
は
い
な
い
が
、
労
資
間
に
色
々
な
形
で
介
入
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
友
子
が
浪
人
と
鉱業所との間に入り、雇用の保証人役を果たし、かつ雇用秩序を自主的に維持しようとしていることに注目したい。
第二十條は、「童彦道ヲ以テ渡世シ「一、良民を害するような「無頼ノ徒」と「交際」し、宿などを貸す者は、「富
山
交
際
ヲ
拒
絶
」
、
す
な
わ
ち
当
鉱
山
の
友
子
か
ら
追
放
処
分
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
「
衰
彦
道
」
が
何
を
意
味
す
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
博
打
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
五
章
は
、
「
鉛
賊
」
つ
ま
り
鉱
石
窃
盗
の
処
罰
、
紛
失
鉱
石
の
申
請
手
続
き
な
ど
採
鉱
労
働
上
の
ル
１
ル
、
休
業
日
入
坑
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
足
尾
銅
山
の
採
鉱
は
出
来
高
制
で
あ
り
、
鉛
と
呼
ば
れ
る
鉱
石
は
、
「
叺
」
（
か
ま
す
）
に
入
れ
ら
第
二
十
二
條
は
、
坑
内
で
「
鉛
叺
」
が
破
損
し
た
時
に
入
れ
換
え
を
欲
す
る
と
き
は
、
二
つ
の
「
飯
場
ノ
立
会
‐
を
必
要
と
し
、
こ
』上の
手
順
を
経
ず
に
そ
れ
を
為
し
た
場
合
は
、
「
鉛
賊
」
と
見
な
し
、
友
子
を
除
名
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
自
分
の
「
鉛
叺
」
の
近
く
く蝿に落ちていた鉱石と一一一口えども、さきの手続きに従うべしと規定されている。
即第一一十三條は、坑内でｎ分が採鉱した鉱石または「鉛叺」を盗んだ犯人を発見した時は、そこに居合わせた同職
粥者二名以上の保証人を必要とし、また納鉱場で発見した時は、実地検査の上、自分の属する飯場の当番を同道し、
故窃盗の事情を記した書面を持って大當番に出頭しなければならない。大當番は、これを検討し処理する。ただし被
寸籾疑者は「鉛賊」と判定された場ムロは、山中議会を経ずして除名処分される、と規定している。もし問題が一」じれた
》」
川場ムロには、山巾議〈雪にかけて解決を計るとある。
１
 
職第二十四條は、司鉛賊」の容疑で取調中に逃走しても、証拠十分の場合は前條の規定に従う。なお犯人が逃亡す
足
る
と
、
犯
人
を
出
し
た
飯
場
は
「
捜
索
方
」
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
猶
予
願
を
だ
せ
ば
事
情
に
よ
り
一
カ
月
か
ら
エ
ハ
カ
月
以
内
の
猶
予
が
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
期
限
内
に
犯
人
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
時
は
、
鉛
賊
と
見
な
し
て
処
分
す
る
、
と
し
て
い
る
。
な
お
懲
罰
法
は
、
特
に
第
二
條
は
「
鉛
賊
会
議
」
を
開
く
必
要
が
あ
る
時
に
は
、
加
害
飯
場
、
（
犯
人
を
出
し
た
飯
場
）
は
各
委
員
６
一
名
に
対
し
四
十
銭
宛
箱
元
に
支
払
い
、
「
犯
人
ハ
頭
役
二
渡
シ
其
筋
ノ
法
ヲ
仰
グ
ベ
シ
ー
｜
と
規
定
し
て
い
る
。
第
参
條
は
、
犯
人
が
３
 
５
 
脱
走
し
た
時
は
、
加
害
飯
場
に
「
足
尾
四
力
山
坑
夫
取
立
ノ
臨
席
ヲ
一
一
ヶ
年
間
停
止
ス
ル
」
と
し
て
い
る
。
(ＩＤ 
と
規
定
し
て
い
る
。
れ
、
焼
印
を
印
し
た
木
札
を
つ
け
て
採
鉱
者
の
印
と
し
た
。
木
札
が
と
れ
て
誰
の
物
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
「
叺
」
は
、
「
山
中
釦
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
代
金
は
友
子
の
会
計
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
慣
行
に
な
っ
て
い
た
。
第
二
十
一
條
は
、
そ
の
点
を
規
定
し
て
、
更
に
「
叺
」
の
真
の
所
有
者
が
所
有
を
主
張
す
る
時
は
、
大
當
番
と
関
係
者
が
同
道
し
て
「
点
検
ノ
上
」
本
人
に
返
却
す
る
こ
と
が
あ
る
、
(１２） 355 
委
任
す
る
、
と
規
定
し
て
い
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
第二十八條は、取立を希望する場合は、四十日以前に大當番に届出る事とし、出願人が二十名以下の場合は却下
し、取立式を実行する時は、各飯場より「世話人」を選出し、五日以内に大當番が世話人を招集して、取立業務を
委任する、と規定している。追願は、式の五日前まで認められた。色々と「障害」のある者は、取立から除外され
第二十六條は、当山で「交際除名」された者は、足尾銅山では働くことはできない、ただし「坑夫飯場以外」で
はその限りではないとある。採鉱以外の部門ではいいと言っているのである。「交際除名」された者は、他の鉱山
に
お
い
て
も
友
子
メ
ン
バ
ー
と
し
て
扱
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
第
五
章
は
、
坑
内
の
労
働
秩
序
特
に
鉱
石
の
窃
盗
処
罰
を
規
定
し
、
ま
た
休
日
の
労
働
を
禁
止
し
て
お
り
、
そ
れ
は、採鉱労働の過程において友子が如何に労働秩序、規律を自主的に維持していたかをよく示している。特にここ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
鉱
石
の
窃
盗
の
よ
う
な
刑
事
問
題
の
処
理
を
今
な
お
友
子
の
自
治
に
任
せ
て
い
た
こ
と
は
、
驚
き
で
あ
り、友子の自治能力が如何に大きかったかを如実に物語るものである。
第六章は、取立と浪客交際について規定している。第二十七條は、渡り坑夫と地坑夫の取立は、毎年十二月に行
う
こ
と
と
し
、
「
定
席
」
は
旧
例
に
従
う
と
規
定
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
規
定
は
、
地
渡
り
両
友
子
が
一
緒
に
取
立
式
を
行
っ
て
い
る
る。この規定は、》
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
二
十
五
條
は
、
当
山
の
「
休
業
日
ハ
相
互
二
入
坑
ヲ
戒
」
し
め
、
鉱
業
所
の
命
令
に
よ
る
場
合
は
、
「
其
旨
大
當
番
二
届
出
」
し
て
か
ら
入
坑
す
べ
し
と
し
、
違
反
者
は
、
第
二
十
二
條
の
規
定
す
な
わ
ち
鉛
賊
規
定
に
よ
り
友
子
か
ら
除
名
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る。この規定は、労働日に対するものであり、これまでの友子規約には全く見られないギルド的な労働規制として
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第三十五條、三十六條は、奉願帳制度について規定している。
第
三
十
五
條
は
、
奉
願
帳
、
寄
付
帳
持
ち
浪
人
に
は
、
當
坑
他
鉱
山
を
問
わ
ず
、
一
飯
場
一
泊
、
當
坑
全
体
で
二
十
三
泊
の
回
飯
を
認
め
、
最
後
に
箱
元
に
立
ち
寄
り
、
回
飯
済
み
の
証
明
を
貰
い
、
五
十
銭
の
饒
別
が
支
給
さ
れ
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
（
注
、
回
飯
第
三
十
二
條
、
」
金を支給される。
第
二
十
九
條
は
、
取
立
志
願
者
に
は
、
一
人
四
銭
ず
つ
の
祝
儀
が
会
計
か
ら
支
出
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
第
三
十
條
は
、
他
坑
の取立式への「祝儀」を規定したもので、本山坑八円、通洞五円、寶小橋坑三円であった。式に出席する立会人は、
「
箱
組
ノ
委
員
」
が
あ
た
り
、
日
当
五
十
銭
が
支
給
さ
れ
る
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
箱
組
の
委
員
と
は
、
箱
元
が
各
飯
場
に
交
替
で
回
っ
て
い
っ
た
時
、
當
番
に
あ
た
っ
た
飯
場
の
山
中
委
員
の
こ
と
で
あ
る
。
第
三
十
一
條
は
、
取
立
式
で
取
立
五
名
以
下
の
場
合
は
、
世
話
人
を
選
出
せ
ず
、
立
会
は
、
五
名
以
下
と
す
る
と
し
て
い
る
。
取
立
に
際
し
て
の
「
役
」
は
、
二
役
を
禁
止
し
、
職
親
に
は
連
続
し
て
な
れ
な
い
と
あ
る
。
正
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
認
め
ら
れ
た
。
但
し
職
親
に
な
れ
る
の
は
、
取
立
後
満
四
年
以
上
の
者
、
「
老
人
役
Ｌ
は
最
高
の
取
立
年
齢
の
者
、
「
中
老
役
」
は
取
立
後
満
一
年
以
化
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
以
化
の
よ
う
な
取
立
ル
ー
ル
は
、
当
時
は
鉱
山
ご
と
に
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
た
が
、
大
体
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
第
七
章
は
、
各
種
の
交
際
金
の
給
与
を
規
定
し
た
も
の
で
、
要
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
三
十
二
條
、
坑
夫
飯
場
の
開
設
に
は
、
雇
用
し
た
坑
夫
を
逐
一
大
當
番
に
届
出
て
捺
印
し
、
箱
一
加
か
ら
一
人
当
り
一
一
十
銭
の
交
際
(１４） 353 
中
に
各
飯
場
で
何
が
し
か
の
寄
付
を
も
ら
う
。
）
回
飯
中
に
発
病
し
た
時
は
、
医
師
の
診
断
書
を
添
え
て
届
出
る
こ
と
。
箱
元
は
回
飯
後
の
滞
在
を
認
め
な
い
。
身
体
不
自
由
者
な
ど
は
、
奉
願
帳
七
円
、
寄
付
帳
四
円
の
救
助
金
の
他
、
他
山
へ
の
護
送
費
用
は
箱
元
の
支
出
と
す
る
、
な
ど
と
し
て
い
る
。
ま
た
本
山
、
通
洞
、
實
子
橋
の
各
坑
で
調
製
し
た
奉
願
帳
、
寄
付
帳
持
ち
で
歩
行
困
難
な
場
合
は
、
そ
の
箱
元
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
當
坑
の
大
當
番
は
、
回
飯
を
認
め
そ
の
帳
簿
へ
添
書
し
て
各
飯
場
へ
差
し
回
し
寄
付
を
募
る
こ
と
。
第三十六條は、當坑で調製した奉願帳、寄付帳には、五円が与えられる、しかし六十日後には一切無関係とする、
と
規
定
し
て
い
る
。
な
お
第
四
卜
條
で
は
、
奉
願
帳
の
調
製
を
出
願
す
る
者
は
、
医
師
の
診
断
書
に
よ
り
許
可
す
る
、
と
あ
る
。
第
三
十
七
條
か
ら
三
十
九
條
は
、
死
亡
に
対
す
る
手
当
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
第
三
十
七
條
、
浪
人
本
人
の
場
合
は
十
円
、
妻
、
小
児
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
五
円
、
三
円
を
文
給
す
る
。
葬
式
に
は
、
各
飯
場
か
ら
當
番
一
名
を
出
す
。
第三十八條、》
第三十九條、家
認し監督する。唾
第
三
十
八
條
、
當
坑
の
友
子
の
死
亡
に
は
八
円
、
十
二
歳
以
上
の
家
族
に
は
四
円
を
支
給
す
る
。
第
三
十
九
條
、
死
亡
は
各
飯
場
に
通
知
し
、
会
葬
当
番
は
定
刻
ま
で
に
出
頭
す
る
。
大
當
番
は
定
刻
前
に
出
張
し
会
葬
の
執
行
を
確
認し監督する。遅刻者は処罰される。
第
四
十
條
か
ら
四
十
三
條
は
、
傷
病
手
当
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
第
四
十
條
、
當
坑
の
友
子
で
廃
疾
（
か
た
わ
）
と
な
っ
た
者
は
、
大
當
番
の
審
査
、
協
議
の
上
十
円
か
ら
二
十
円
ま
で
を
給
与
す
る。奉願帳調製を受ける者は除く。
第
四
十
一
條
、
普
通
の
傷
病
者
に
は
、
三
十
日
か
ら
六
十
日
ま
で
は
一
円
、
九
十
日
ま
で
二
円
、
百
日
ま
で
一
一
円
五
十
銭
、
百
五
十
日
ま
で
は
三
円
か
ら
五
円
ま
で
補
助
す
る
。
第
四
十
二
條
、
當
坑
で
四
十
年
以
上
の
交
際
を
続
け
、
老
衰
の
た
め
働
け
ず
退
山
す
る
者
に
は
、
審
査
協
議
の
上
五
円
か
ら
十
円
を
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す
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
給与する。
第
四
十
五
條
は
、
出
征
に
際
し
て
は
、
饅
別
一
円
を
給
与
す
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
但
し
証
明
書
を
も
っ
て
届
出
る
こ
と
。
第
四
十
六
條
は
、
年
二
回
の
各
飯
場
順
禮
を
廃
止
し
、
大
當
番
の
処
で
名
刺
（
な
ふ
だ
）
に
よ
り
禮
義
を
済
ま
せ
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
友
子
会
員
の
点
検
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
四
十
七
、
四
十
八
の
二
條
は
、
傷
病
の
救
助
申
請
手
続
き
と
し
て
、
医
師
の
証
明
書
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
第
八
章
は
、
山
神
祭
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
四
十
九
條
は
、
当
坑
の
山
神
祭
に
は
箱
元
か
ら
御
供
一
斗
五
升
を
神
前
に
奉
じ
、
管
理
、
分
配
は
大
當
番
が
あ
た
る
、
末
社
に
つ
い
て
は
箱
元
か
ら
五
円
を
支
給
し
世
話
人
が
世
話
に
あ
た
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
第
五
十
條
は
、
大
當
番
が
他
坑
の
箱
元
へ
出
頭
す
る
と
き
は
、
｜
日
七
十
銭
を
支
給
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
第五十一條は、「當リ箱元委員」（箱元當番のこと）は、一カ月五円の報酬と規定している。
第
五
十
三
條
は
、
「
箱
元
月
割
規
定
」
は
二
年
毎
に
抽
選
す
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
カ
月
交
替
に
な
っ
て
い
る
箱
元
の當番の順位を抽選で決めようと言うことである。
以
上
が
小
滝
坑
の
友
子
規
約
の
概
要
で
あ
る
。
な
お
こ
の
規
約
で
は
、
友
子
の
組
織
、
特
に
大
當
番
、
箱
元
な
ど
の
役
員
の
構
成
、
選
出
方
法
が
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
第
四
十
三
條
は
、
火
災
救
助
に
関
す
る
も
の
で
、
當
坑
の
火
災
罹
災
者
に
は
、
一
名
に
付
三
十
銭
を
支
給
し
、
隣
山
の
火
災
に
対
し
て
は
、
大
當
番
か
ら
三
円
か
ら
六
円
を
救
助
す
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
第
四
十
四
條
は
、
當
坑
で
一
雇
用
さ
れ
て
い
て
逃
亡
し
た
者
は
、
友
子
を
除
名
さ
れ
る
が
、
再
雇
用
を
望
む
時
は
大
當
番
の
許
可
を
要
(１６） 351 
て
は
次
節
で
詳
し
く
分
析
し
た
い
。
こ
こ
で
小
滝
坑
の
友
子
規
約
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
当
時
の
友
子
の
基
本
的
な
特
徴
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
初
め
に
全
体
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
足
尾
銅
山
の
友
子
は
制
度
的
に
み
て
極
め
て
著
し
い
発
達
を
み
て
い
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
足
尾
銅
山
が
、
日
本
で
有
力
な
鉱
山
で
あ
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
鉱
夫
の
数
の
大
き
さ
も
友
子
の
発
達
を
促
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
足
尾
銅
山
の
友
子
は
、
古
く
か
ら
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
発
達
し
、
他
の
鉱
山
の
友
子
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
友
子
の
組
織
に
つ
い
て
み
よ
う
。
第
一
に
、
友
子
の
組
織
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
二
、
第
三
章
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
山
中
委
員
の
選
出
法
と
山
中
委
員
の
会
議
運
営
法
の
民
主
的
性
格
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
民
主
的
性
格
こ
そ
、
友
子
が
一
般
の
鉱
夫
の
意
志
を
反
映
す
る
こ
と
が
出
来
る
大
き
な
根
拠
で
あ
っ
た
。
暴
動
前
の
至
誠
会
に
同
調
し
て
友
子
が
労
働
組
合
化
し
た
の
も
こ
（４） 
の
山
中
委
員
制
度
の
民
主
的
性
格
に
あ
っ
た
。
第
二
に
注
目
し
た
い
の
は
、
規
約
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
大
當
番
や
箱
元
の
役
が
飯
場
頭
に
よ
り
独
占
的
に
占
め
ら
れ
、
山
中
委
員
の
民
主
的
性
格
を
著
し
く
制
限
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
飯
場
制
度
と
友
子
制
度
の
癒
着
を
示
す
と
同
時
に
飯
場
頭
の
友子支配を示すものであった。この点も後に更に実証的に詳しく論じたい。
次
に
友
子
の
機
能
に
つ
い
て
み
た
い
。
第
一
に
注
目
し
た
い
の
は
、
第
四
章
、
第
五
章
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
友
子
の
雇
用
秩
序
、
採
鉱
過
程
に
お
け
る
労
働
規
律
、
秩
序
の
維
持
を
極
め
て
厳
し
く
規
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
資
本
が
ま
だ
独
自
の
労
務
管
理
能
力
を
十
分
に
保
持
せ
ず
、
友
子
に
よ
る
生
活
・
労
働
に
お
け
る
規
律
維
持
機
能
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
暴
動
後
に
も
友
子
を
廃
止
出
来
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
が
、
こ
こ
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。
第
二
に
、
取
立
、
箱
允
交
際
、
山
中
交
際
な
ど
の
友
子
の
活
動
が
非
常
に
活
発
で
、
そ
の
内
容
も
水
準
が
高
か
っ
た
こ
と
が
注
曰
さ
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③
本
山
坑
に
お
け
る
友
子
の
組
織
構
成
小
滝
坑
の
友
子
規
約
は
、
足
尾
銅
山
に
お
け
る
当
時
の
友
子
制
度
の
実
態
と
構
造
を
か
な
り
の
程
度
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
必
ず
し
も
友
子
組
織
の
全
体
像
が
は
っ
き
り
し
た
訳
で
は
な
い
。
特
に
友
子
役
員
、
す
な
わ
ち
大
當
番
、
箱
元
の
選
出
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
ず
こ
の
点
を
、
最
近
発
見
さ
れ
た
明
治
三
十
年
代
末
の
本
山
坑
の
友
子
資
料
を
分
析
れ
る
。
こ
の
点
も
後
に
詳
し
く
検
討
し
た
い
。
で
は
、
次
に
最
近
発
見
さ
れ
た
足
尾
銅
山
の
友
子
資
料
に
よ
っ
て
、
当
時
の
友
子
の
活
動
を
も
う
少
し
具
体
的
に
見
る
こ
と
に
し
よ
》っｏ注（
１
）
『
栃
木
県
史
』
史
料
編
・
近
現
代
二
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
を
分
析
し
た
も
の
に
二
村
一
夫
『
足
尾
暴
動
の
史
的
分
析
」
が
あ
る
。
（
２
）
左
合
藤
三
郎
編
『
飯
場
制
度
関
係
資
料
」
、
同
『
古
河
鉱
業
・
使
用
人
一
般
状
況
」
参
照
。
な
お
こ
の
資
料
は
、
故
左
合
藤
三
郎
氏
が
自
費
出
版
し
た
も
の
で
あ
り
、
市
販
さ
れ
て
い
な
い
が
、
残
部
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
入
用
の
方
は
、
ご
連
絡
下
さ
い
。
こ
の
元
資
料
を
分
析したものに、大山敷太郎『鉱業労働と親方制度』がある。
（
３
）
こ
の
規
約
は
、
二
村
一
夫
氏
が
以
前
に
東
大
の
図
書
館
で
発
見
し
た
も
の
で
あ
り
、
未
公
開
で
あ
っ
た
も
の
を
、
氏
の
厚
意
で
こ
こ
で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
原
文
の
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
が
付
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
い
た
。
い
ず
れ
何
処
か
で
全
文
を
紹
介
し
た
い
。
（
４
）
友
子
の
民
主
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
著
の
二
九
六
頁
で
詳
し
く
論
じ
、
二
村
氏
も
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
書
、
五
八
頁
参
照
）
が
、
友
子
の
民
主
的
な
性
格
は
、
こ
の
規
定
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
③
明
治
三
十
年
代
末
の
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
構
造
ロ
ー
明
治
三
十
年
代
末
の
資
料
に
よ
る
友
子
の
組
織
と
機
能
Ｉ
349 (１８） 
役とも呼ばれた）が月毎に交代で担当している。しかし月毎の交代と言っても、二十五名が単純に交代するのでは
ない。太田貞祐氏の指摘しているように、二十五の飯場は六グループに分けられ、各グループから代表飯場頭が選
（４） 
ばれ、六カ月に一回ごとに大頭番を担当した。ちなみに一一一十四カ月間のうち担当回数は、一二人が一一一回、六人が一一回、
第２図本山坑の友子組織の構成
JMi-】可亜 l獺
） 山中委員(月ごと選出）L）ＯＬＪＯＯＯoＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＣ 
]DODmmmDDOOODO)琶鰯
)悲繍場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
。
当
時
の
本
山
坑
の
友
子
組
織
は
、
第
２
図
に
示
し
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（１） 
友子の役員についてみると、暴動の際に取材した「万朝報」紙が
ｏ 
賊報じているように、「山中委員」または「山中當番」は、各飯場
畑から「正副二名を選出」される、山中委員は更に、「常務委員を
頂互選する」、そしてコケ月の任期にて交代」し、「常務委員の
５
 
１
 
Ｊ数ハ四人乃至六人にて箱を扱う」、「之を箱元と称し、また山中大
鼓當番とも呼ぶ」・この報道は、おおよその事実をついている・
社の
本
山
坑
の
明
治
三
十
七
年
四
月
か
ら
四
十
年
二
月
ま
で
の
「
救
与
明
細
〈
□
山
（２） 
銅
薄
」
と
「
金
銭
出
入
帳
」
と
い
う
資
料
は
、
毎
月
の
交
際
費
の
一
部
の
支
出
尾足
と
山
中
大
當
番
、
箱
元
の
氏
名
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
選
出
方
法
が
ｒ
 
帥推察できる。
（３） 
田
山
中
委
員
は
、
各
飯
場
か
ら
二
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
問
題
が
太紺あまりない。
山
中
大
當
番
役
は
、
友
子
会
員
を
抱
え
て
い
る
一
一
十
五
名
の
飯
場
頭
（
頭
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(１９） 
五
つ
の
「
箱
元
」
は
、
月
毎
に
交
替
で
「
當
番
」
と
な
り
会
計
を
担
当
し
た
。
各
号
の
箱
元
は
、
月
毎
の
会
計
報
告
に
「
本
山
坑
夫
交
際
取
扱
所
」
と
書
き
、
同
旨
の
印
鑑
の
捺
印
を
し
、
自
分
の
氏
名
を
署
名
し
た
。
こ
の
友
子
の
事
務
所
で
あ
る
交
際
取
扱
所
は
、
資
料
か
ら
得
ら
れ
る
印
象
で
は
各
号
の
箱
元
委
員
の
い
る
飯
場
を
巡
回
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（７） 
他方「坑夫交際金集帳」という資料は、その月の頭役大當番が、各飯場から一父際金を集金して、一定の額を予め
箱
元
當
番
に
渡
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
箱
元
當
番
は
、
そ
の
月
の
交
際
費
の
支
出
を
管
理
し
、
そ
の
月
の
頭
役
大
當
番
が
集
金
し
た
金
を
受
取
り
、
月
毎
に
頭
役
大
當
番
に
会
計
報
告
を
し
て
い
る
。
し
か
し
頭
役
の
大
當
番
は
、
「
救
与
明
細
合
簿
」
の
中
で
「
頭
役
箱
元
」
と
か
「
頭
役
當
番
箱
元
」
と
か
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
具
体
的
な
事
務
を
処
理
す
る
山
中
委
員
の
箱
元
担
当
と
、
会
費
の
集
金
な
ど
を
行
い
、
会
計
を
全
体
と
し
て
管
理
監
督
す
る
頭
役
十
二
人
一
回
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
大
頭
番
は
、
単
純
に
二
十
五
人
の
飯
場
頭
が
月
毎
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
担
当
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
小
滝
坑
の
友
子
規
約
で
は
、
第
五
十
二
條
に
あ
る
よ
う
に
「
箱
元
月
割
規
定
」
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
二
年
に
一
回
二
年
分
の
當
番
が
抽
選
で
決
め
ら
れ
た
。
何
れ
に
し
る
暴
動
直
前
に
問
題
に
な
る
よ
う
に
、
飯
場
頭
ら
が
大
當
番
役
を
独
占
的
に
担
当
し
、
友
子
組
織
（５） 
の
中
で
支
配
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
箱
元
役
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
先
の
資
料
で
は
、
一
号
か
ら
五
号
ま
で
の
箱
元
役
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
箱
元
役
は
、
「
万
朝
報
」
の
言
う
「
常
務
委
員
」
で
あ
り
、
各
飯
場
か
ら
選
出
さ
れ
た
山
中
委
員
か
ら
、
五
飯
場
に
一
人
の
割
で
選
出
さ
れ
、
「
一
号
當
番
」
と
か
「
二
号
箱
元
」
と
か
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
箱
元
役
は
、
小
滝
坑
規
約
第
五
十
一
條
に
お
い
て
「
富
リ
箱
元
委
員
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
明
ら
か
に
頭
役
と
異
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
中
に
は
永
岡
鶴
蔵
の
組
織
し
て
（６） 
い
た
「
同
志
会
」
の
メ
ン
バ
ー
も
混
じ
っ
て
い
た
。
一
一
十
一
人
ほ
ど
の
當
番
の
氏
名
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
一
一
回
以
上
担
当
し
た
者
は
(２０） 347 
と
こ
ろ
が
足
尾
銅
山
の
友
子
は
、
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
飯
場
単
位
の
友
子
か
ら
友
子
組
織
の
側
面
が
や
ｈ
も
す
る
と
失
わ
れ
、
飯
場
を
統
合
す
る
組
織
だ
け
が
友
子
で
あ
る
と
い
っ
た
印
象
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
足
尾
銅
山
の
友
子
を
全
体
と
し
て
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
頭
に
入
れ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
意
を
要
す
る
に
は
、
足
尾
銅
山
の
場
合
友
子
の
活
動
Ⅱ
交
際
の
分
類
が
通
常
の
場
合
と
だ
い
ぶ
違
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
足
尾
銅
山
で
は
、
友
子
の
活
動
が
山
中
交
際
（９） 
と飯場交際とに一一分されていた。
足
尾
銅
山
で
の
山
中
交
際
は
、
通
常
の
箱
元
交
際
で
あ
る
奉
願
帳
、
浪
人
交
際
な
ど
を
指
し
、
足
尾
銅
山
の
飯
場
交
際
は
通
常
の
共
済
活
動
の
よ
う
な
山
中
交
際
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
足
尾
銅
山
の
場
合
、
も
っ
ぱ
ら
山
中
交
際
だ
け
が
友
子
の
活
動
で
あ
り
、
飯
場
交
際
は
、
友
子
の
活
動
と
言
う
よ
り
飯
場
独
特
の
活
動
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
る
。
と
は
言
え
、
友
子
鉱
夫
の
飯
場
と
非
友
子
の
飯
場
は
、
画
然
と
分
け
ら
れ
て
お
り
、
友
子
飯
場
は
、
山
中
交
際
と
飯
場
交
際
を
行
う
の
箱
元
當
番
の
二
通
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
（８） 
そ
し
て
暴
動
直
前
の
争
議
に
お
い
て
、
至
誠
会
系
の
山
中
委
員
が
頭
役
か
ら
箱
の
取
り
戻
し
を
主
張
し
た
の
は
、
頭
役
が
交
代
で
担
当
し
て
い
た
箱
元
の
任
務
、
要
す
る
に
会
計
管
理
権
を
、
従
来
の
よ
う
に
山
中
委
員
の
手
に
取
り
戻
せ
と
言
う
意
味
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
本
山
坑
の
友
子
資
料
は
、
大
當
番
役
は
、
飯
場
頭
ら
に
月
毎
の
交
代
で
担
当
さ
れ
、
箱
元
役
も
、
頭
役
の
そ
の
月
の
大
當
番
に
よ
り
担
当
さ
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
山
中
委
員
の
箱
元
當
番
は
、
そ
の
下
で
働
い
て
い
た
実
務
担
当
者
で
あ
っ
た
。
次
に
友
子
の
組
織
構
成
を
見
て
お
き
た
い
。
友
子
組
織
は
、
大
鉱
山
で
は
通
常
各
飯
場
か
ら
な
る
単
位
組
織
と
、
そ
れ
を
統
合
す
る
組
織
と
か
ら
な
っ
て
い
た
。
足
尾
銅
山
の
本
山
坑
で
は
、
二
十
五
の
友
子
鉱
夫
飯
場
が
一
つ
の
友
子
組
織
を
形
成
し
、
各
飯
場
が
友
子
の
構
成
部
分
組
織
を
な
し
て
い
た
。
で
あ
る
か
ら
、
友
子
を
分
析
す
る
と
き
は
、
こ
の
二
つ
の
組
織
を
み
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
○ 
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第３図本山坑友子の会計システム
(２Ｊ） 
注：本文中の諸資料より作成
よ
》
っ
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
非
友
子
飯
場
は
、
山
中
交
際
を
行
わ
ず
、
「
別
（皿）
交
際
」
と
し
て
飯
場
交
際
だ
け
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
鉱
山
の
近
代
化
に
伴
っ
て
、
間
接
夫
が
増
大
し
、
友
子
の
機
能
の
一
部
が
友
子
に
加
入
し
な
い
鉱
夫
に
ま
で
波
及
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
点
を
理
解
し
て
お
か
な
い
と
足
尾
銅
山
の
友
子
の
具
体
的
な
組
織
と
活
動
を
正
し
く
理解できない。
こ
の
点
を
友
子
の
会
費
の
面
か
ら
少
し
検
討
し
て
み
よ
う
。
第
３
図
は
、
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
本
山
坑
の
友
子
の
会
計
シ
ス
テ
ム
の
概
観
で
あ
る
。
「
万
朝
報
」
は
、
毎
月
「
二
十
銭
づ
つ
」
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
友
子
の
会
費
は
、
ど
の
部
分
を
指
し
て
い
る
か
暖
昧
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
こ
こ
で
確
認
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
暴
動
の
直
前
の
箱
取
り
戻
し
の
際
に
問
題
に
な
っ
た
よ
う
に
、
友
子
の
会
費
は
、
飯
場
の
経
費
と
こ
み
で
（ｕ） 
「飯場割」と一一一一口う名称で一括して飯場頭に支払われていたと一一一一口うこ
とである。細かなことは分かっていないが、要するに友子の会費は、
飯
場
の
経
費
と
一
緒
に
集
め
ら
れ
、
飯
場
経
費
と
混
同
さ
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
友
子
と
飯
場
制
度
が
癒
着
し
て
い
た
こ
と
を
典
型
的
に
示
す
例
で
あ
る
。
（
こ
の
飯
場
割
の
制
度
は
他
の
鉱
山
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
明
らかではない。）
345 (〃）
（皿）
暴動後の資料によれば、この飯場割は、「Ｈ組合費（山中交際金）、口香典、饅別、見舞金、附ムロ、祝儀（取立二
限ルの注あり）、曰飯場電燈、家賃、畳、障子張替、諸道具損料、四諸雑費（半紙、蝋燭、提燈等）、田給料、手当、
礼金、㈹薪炭」から成っていた。これから分かるように、飯場割のうち明らかに友子関係の経費はＨと口であり、
他は主に飯場の経費である。もっとも四田は友子にも係わる面もある。
暴動前もほごこんなものであったろう。暴動に関する資料によれば、この飯場割は、飯場頭が管理し、坑夫一人
當番に支払っていたのではないかと思われる。日）
（週）
当り「一円五十銭」だったと一一一一口われている。しかも飯場割は、一円五十銭の内四十銭位が飯場頭の収入源だった。
実
費
は
、
一
円
十
銭
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
に
友
子
の
会
費
が
入
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ところで本山坑の友子資料においては、友子の会費は、先の飯場割の中の「山中交際」だけと見なされやすい。
こ
こ
か
ら
大
き
な
混
乱
が
生
じ
て
く
る
。
先
に
み
た
「
坑
夫
交
際
金
集
帳
」
は
、
各
月
の
頭
役
當
番
が
各
飯
場
か
ら
「
交
際
費
」
を
一
定額を集めたものの記録である。集めた額は、資料によれば、一カ月に一回五銭の時もあれば、それが二回の時も
ある。それが五銭と一一一銭の時もあった。暴動直前には、ほぼ二十銭である。「万朝報」が指摘している一一十銭の友
子会費は、「山中交際費」の部分の会費を指していることがわかる。
この会費部分は、必ずしも額が一定せず、必要に応じて集められた事を示している。これは、小滝坑の第四條の
会費規定（「坑夫交際備金ハ月毎一一其蓄積消耗ヲ清算シ現額二対シ都度徴収スル」）に照応している。そしてこの会
費
は
、
飯
場
頭
が
坑
夫
か
ら
い
ち
い
ち
集
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
飯
場
頭
が
飯
場
割
と
し
て
集
め
た
．
円
五
十
銭
」
の
中
か
ら
大
し
か
し
こ
の
「
交
際
金
」
は
、
あ
く
ま
で
友
子
を
頼
っ
て
尋
ね
て
来
る
奉
願
帳
、
寄
付
帳
持
ち
鉱
夫
、
職
を
求
め
て
集
ま
っ
て
く
る
浪
人
へ
支
給
す
る
「
交
際
金
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
飯
場
割
の
中
で
は
い
「
山
中
交
際
金
」
Ⅱ
「
組
合
費
」
と
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
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事実先の交際金以外の会計簿がある。一つは、取立制度に係わる会計簿である。本山坑では、先の山中交際金以
（旧）
外のための「会計簿」が残っている。これは、主に取立に際しての費用を扱っている。これも大當番ではなく当番
箱元が扱っている。しかしここには、傷病などの共済活動の会計が無いのである。当然傷病手当などに関する会計
簿が他にあった筈である。しかし残念ながらそれに関する会計簿は残されていない。
以上のように、足尾銅山の友子制度は、会計的に見ても非常に複雑であった。この複雑さを利用して、会計管理
を掌握していた大當番役の飯場頭らは、友子会計からの不当な収奪を行っていたのである。これが、友子制度と飯
場制度との癒着の実態であり、飯場頭の友子支配の実態の一面である。争議下の箱取り戻し運動は、飯場頭のこう
した不正を批判することによって鉱夫一般の支持を得ることが出来たのである。
ろ。しかし友子の交際には、山中交際以外の友子の活動、すなわち飯場交際と呼ばれた取立、共済などの活動があっ
た。それは、飯場割の中では、ロ「香典、饅別、見舞金、附合、祝儀」とされていた活動費であり、当然そのため
の会計が必要であった。
注（１）栃木県史史料編・近現代一一、七六三’五頁。
（２）足尾町太田貞祐氏蔵。太田貞祐『足尾銅山の社会史』、一五一’三頁参照。
（３）太田貞祐氏は、山中委員は一名だったと指摘しているが、小滝坑の友子規約や暴動資料では山中委員は二名だった。
（４）太田前掲書、一五二頁。
（５）太田前掲書、一五二、一六九頁。
（６）『日本労働運動史料』第三巻、一七七頁にある同志会の活動家、中谷留吉、京井亀太郎、増田福造などの名前が箱元委
員
（
太
田
前
掲
書
、
’
五
二
頁
を
見
よ
）
の
中
に
あ
る
。
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ｂ
本
山
坑
に
お
け
る
友
子
の
活
動
次
に
資
料
に
よ
っ
て
本
山
坑
に
お
け
る
友
子
の
具
体
的
な
活
動
を
見
よ
う
。
既
に
見
た
よ
う
に
足
尾
銅
山
の
友
子
の
活
動
は
、
山
中
交
際
と
飯
場
交
際
に
大
別
さ
れ
る
。
ま
ず
「
山
中
交
際
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
活
動
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
今
山
中
交
際
に
つ
い
て
の
会
計
簿
で
あ
る
「
奉
願
帳
ノ
（１） 
寄付帳ノ浪人附合救與明細合簿」（明治三十七年四月‐’四十年一一月）が残されている。それは、奉願帳、寄付帳、
登
山
浪
人
な
ど
へ
の
寄
付
、
そ
れ
に
関
係
す
る
支
出
（
例
え
ば
浪
人
の
宿
泊
料
、
當
番
の
手
当
、
奉
願
帳
な
ど
作
成
、
補
充
の
た
め
の
紙
代
な
ど
、
額
と
し
て
は
多
く
は
な
い
）
に
つ
い
て
記
帳
し
た
も
の
で
あ
り
、
豊
富
な
デ
ー
タ
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
て
く
れ
る
。
初
め
に
奉
願
帳
・
寄
付
帳
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
奉
願
帳
制
度
と
は
、
あ
る
鉱
山
で
働
い
て
い
た
友
子
鉱
夫
が
、
病
気
、
怪
我
な
ど
の
た
め
労
働
能
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
医
者
の
診
断
書
に
基
づ
い
て
友
子
組
織
が
そ
の
鉱
夫
に
奉
願
帳
を
発
行
し
、
相
当
額
の
寄
付
を
行
い
、
そ
れ
を
得
た
鉱
夫
は
、
奉
願
帳
持
ち
浪
人
と
し
て
各
鉱
山
の
友
子
組
織
を
回
っ
て
寄
付
を
仰
ぎ
余
生
を
送
る
、
と
い
／￣、〆■へ／￣、／￣、／=、〆戸へ〆■、／～、／■、
1５１４１３１２１１１０９８７ 
、＝〆、_＝、_〆、-〆、－ン、－〆、＝〆、＿ン、＿〆
太
田
貞
祐
氏
蔵
。
太
田
前
掲
書
、
’
四
六
’
八
頁
。
二
村
一
夫
『
足
尾
暴
動
の
史
的
」
、
六
一
頁
以
下
参
照
。
左合編「古河鉱業・使用人一般状況』、一九六頁。
左合編『飯場制度関係資料」、二五六頁。
「飯場割」については、前掲栃木県史、六八二’四頁参照。左合編『古河鉱業・使用人一般状幽、一九六頁参照。
左合編前掲書、六八頁。
『日本労働運動史料』第三巻、三一一四頁。
前掲栃木県史、六八三頁。
太
田
前
掲
書
、
一
六
四
’
五
頁
。
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第１表本山坑における奉願帳・寄附帳の件数と寄附額
寄附帳 月平均額
（円）寄附額（円）件数
明治３７年４月～1２月
３８年１月～1２月
３９年１月～1２月
４０年１月～２月
合計（３５ケ月）
273 
495 
904 
６０ 
９
７
９
２
 
１
２
１
 
９５ 
１４０ 
１１９．３０ 
１４ 
３６８ 
635 
1,658.30 
７４ 
4０．８８ 
５９．９１ 
138.19 
3７ 
m21-IT75T万７－｢555可~三155755- 60.00 
注「救与明細合簿』による。太田貞祐『足尾銅山の社会史』161頁～3頁から作
成。
う
友
子
独
自
の
一
種
の
労
災
補
償
制
度
で
あ
る
。
寄
付
帳
と
は
、
傷
病
が
重
い
が
回
復
可
能な場合に発行されたのである。私は、既に奉願帳制度についてかなり詳し
（２） 
い分析を行っているで、ここでは、一般的な議論は省きたい。
奉願帳問題は、二つの側面を持っている。一つは、本山坑あるいは足尾銅
山で発行（友子用語では調製と言う）する奉願帳の問題であり、もう一つは、
奉願帳を持って足尾銅山に頼って来る浪人問題である。
本
山
坑
の
友
子
資
料
は
、
本
山
坑
で
発
行
し
た
奉
願
帳
と
奉
願
帳
持
ち
浪
人
の
登
山
事
情についての詳しい記録を残している。例えば先の「救與明細合簿」は、奉
願帳持ち鉱夫への寄付について詳しく記録している。また「寄付帳ノ奉願帳
謄写簿」は、登山した奉願帳持ちの奉願帳の一部をこまめに写し、本山坑で
発行した奉願帳を写し残している。これらの資料は、足尾銅山における奉願
帳制度の全貌をほぼ完全に浮き彫りにしている。
まず全体的な面から見ていくと、第１表に示したように、明治三十年代末
の本山坑の友子は、明治三十七年四月から四十年二月までの一一一十四カ月に二
一二件の奉願帳に、一、七一一三円を寄付した。寄付帳については、六七件、
三六八円であった。その内訳をみると、奉願帳への寄付は、明治三十七年に
は月に平均四・一一一件であり、’一一十八年は五・九件、三十九年には八件であり、
年々増加していることがわかる。寄付帳は、一一一十四カ月で六七件、三六八円
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第２表奉願帳の調製所別構成
（明治38年８月～４０年２月分）
零％ ％ ６１６６０ ●●●●● ９９５１５ ２ ７６０３６５
 
１
１
１
 
４
９
 
３７．０ 
３５．０ 
２１．５ 
６．５ 
１００．０ 
本山坑
小滝坑
費子橋坑通洞坑
賛子橋坑
足尾銅山合計
その他の鉱山
合計
32.6 
67.4 
であり、年平均二件前後であった。これらの制度は盛況だったことがわかる。
奉
願
帳
に
は
、
明
治
三
十
九
年
五
月
ま
で
は
七
円
、
そ
の
後
は
十
円
と
な
っ
た
。
寄
付
帳
は
、
五
円
か
ら
七
円
に
な
っ
た
。
第
２
表
は
、
デ
ー
タ
の
あ
る
十
七
カ
月
の
奉
願
帳
に
つ
い
て
の
記
録
か
ら
、
発
行
所
別
成に集計したものである。足尾銅山で発行されたものは、四六件、その内本山
作も坑十七、小滝坑十六、通洞坑十、實子橋坑三であった。他鉱山で発行された
力闘ものは九五件であった。一四一件のうち足尾銅山で発行されたものは一一一一一・
紙六％、他鉱山で発行されたものは六七・四％であった。また年間の平均奉願
順帳の取扱い件数は、本山坑では九・六、小滝坑九・｜、通洞坑五・六であっ
枕た。ちなみに奉願帳の交付率は、本山坑では、友子鉱夫が千人ほどだったの
ｊ
 
聯で、九・一ハノ一○○○人、すなわち百人に一人の割合であった。
樅この数字は、鉱山で如何に労働災害、職業病が著しかったか、それはまた
隅社会保障制度や企業福利厚生の未発達な時代において、友子の共済制度、特
（３） 
鍬に奉願帳などが鉱夫にとって如何に有意義であったかを一示している。
ｒ
 
のここで本山坑で発行される奉願帳について立ち入って見ておこう。次に紹
川介する資料は、本山坑の二組の飯場の友子が土田栄治二郎の奉願帳を申請し
本た際の願書である・
注
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￣１ 
原
籍
富
山
県
越
中
国
上
新
川
郡
上
滝
町
…
…
土
田
栄
二
郎
文
久
三
年
九
月
九
日
生
一
取
立
山
下
野
国
足
尾
本
山
一
取
立
年
明
治
十
八
年
五
月
Ⅲ
七
月
十
五
日
一
親
分
備
中
国
住
人
大
塚
要
助
右栄二郎儀明治拾八年五月ヲ以テ……足尾本山二組飯場二来リ前記ノ通り正式ノ親職ヲ得テ従来稼業二勉励
シ交際専ラ深厚ナリ然ルー－彼ハ性来温厚篤実一一シテ品行方正能ク和シテ人卜争う事ナク実二友義ヲ重ンジ信
卜実トヲ旨トシ友子然タル者卜云ン然リ而シテ彼レガ如キ良友ノ不幸天如何ンデ之ヲ救ハザランヤ顧ルー
彼レハ昨年十月発病以来当山医局ノ治療ヲ得ルモ漸次難症二陥り到底独力ノ及バザル悲哀ノ境遇親族ハ更ナ
リ兄弟分一統ハ勿論一一組飯場壱同協力以テ良策ヲ求メ治療専一養生意ラザルモ効薄スク叩カノ快気ヲ覚ユル不
能遂二不治ノ肺結核トナリ身体次第一一衰弱シ殆百数十有余日病ノ床二臥セリ然ルー－彼ガ不幸タルャ三子ヲ
有スルモ僅二九歳ヲ長トシ実二頑是ナク事殊二末子ノ如キハ母ノ側ヲ雛レズ為二妻ハ何等ノ微力ヲ助クル不能
只二夫ノ看護ノミニ止リ彼ガ平素ノ心懸二依レル些少ノ貯蓄モ発病以来栄価其他二費消シ既二栄価ノ途ヲ矢イ
示後治療到ラザルノミナラズ露命生繁二窮シ顛難ノ極二達シ餓死スルノ外ナシ……不肖等願人世話人トナリ哀
訴嘆願スハ博愛義侠一一富タル友子諸君ノ厚カヲ以テ彼レガ救済ノ途ヲ求メンコトヲ請う友愛比類ナキ同盟友
子諸公彼レガ悲惨ノ状愛憐ヲ賜り多少ヲ不論義損金恵与アランコト不肖等壱同合掌以テ難願ノ至り一一不堪
奉
願
帳
願
意
土
田
栄
二
郎
(肥） 339 
明
治
三
十
八
年
十
一
月
発
起
人
大
和
国
住
人
泉
谷
音
松
（
他
一
名
）
願
人
越
前
国
住
人
川
口
喜
代
三
郎
（
他
十
二
人
）
二
組
飯
場
世
話
人越前
国
住
人
野
口
与
太
郎
（
他
二
十
四
人
）
各
飯
場
世
話
人ロ
組
岩
代
国
産
佐
藤
栄
太
郎
（
他
二
十
二
人
）
取
立
兄
弟
加
賀
住
人
神
田
宗
也
（
他
五
人
）
子
分
越
前
国
住
人
島
田
宇
吉
大
日
本
鉱
山
及
諸
工
事
同
盟
友
子
各
位
御
中
右願意ノ趣聞届ケ候也
明治三十八年拾一一月三日
栃
木
県
上
都
賀
郡
足
尾
銅
山
本
山
坑
夫
交
際
取
扱
所
一
金
七
円
也
右
金
額
救
助
候
也
十一一月三日
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第
二
に
、
「
願
意
」
の
文
章
中
に
あ
る
結
核
に
倒
れ
た
鉱
夫
仲
間
へ
の
せ
つ
せ
つ
た
る
同
情
心
に
注
目
し
た
い
。
ち
な
み
に
本
山
坑
で
は
、
箱
元
か
ら
七
円
が
給
与
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
小
滝
坑
、
通
洞
坑
へ
行
け
ば
各
七
円
、
簑
子
橋
坑
で
五
円
の
寄
付
が
与
え
ら
れ
た
。
少
な
く
と
も
足
尾
銅
山
だ
け
で
二
十
六
円
の
寄
付
が
得
ら
れ
た
。
当
時
の
鉱
夫
の
一
日
に
賃
金
が
五
十
銭
位
だ
っ
た
の
で
、
寄
付
は
五
十
二
日
分
の
賃
金
に
等
し
か
っ
た
。
願
人
は
、
更
に
仲
間
か
ら
個
人
的
な
寄
付
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
資
料
は
何
等
の
デ
ー
さ
て
こ
こ
で
奉
願
帳
。
寄
付
帳
が
如
何
な
る
鉱
夫
に
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
３
表
は
、
奉
願
帳
・
寄
付
帳
所
持
者
の
年
齢
を示したものである。全体の四一一一・一％が四十’四十九歳であり、や邑若い三十’三十九歳の層も一一一○・一一一％とか
なり高い。二十’一一十九歳の若年層は、一一一一・八％やや低い。五十歳以上は一二。八％であった。全体として言え
ば
、
働
き
盛
り
の
鉱
夫
の
所
有
率
が
高
く
、
鉱
山
労
働
の
厳
し
さ
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
所
持
者
の
傷
病
名
を
見
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。
第
４
表
の
よ
う
に
、
一
番
多
い
の
は
呼
吸
器
系
の
病
気
で
、
肺
結
核
、
肺
炎
、
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
大
変
興
味
深
い
資
料
は
、
奉
願
帳
制
度
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
を
わ
れ
わ
れ
に
示
し
て
い
る
。
第
一
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
事
は
、
奉
願
帳
調
製
が
極
め
て
厳
し
い
手
続
き
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
資
料
に
あ
る
よ
う
に
奉
願
人
の
上
田
栄
二
郎は、既に百数十日の間病に臥しており、医師により回復の見込みなしと確認された段階で、二名の発起人、十一一一
名
の
願
人
、
そ
し
て
本
山
坑
の
各
飯
場
代
表
の
承
認
に
よ
り
、
奉
願
帳
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
彼
が
友
子
鉱
夫
と
し
て
一
定
の
評
価
を
得
て
初
め
て
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
友
子
の
交
際
を
怠
り
、
仲
間
か
ら
嫌
わ
れ
る
よ
う
な
不
良
鉱
夫
に
た
い
し
て
は
与
え
ら
（５） 
夕４，残１）ていない。
下
野
国
足
尾
銅
山
本
山
坑
坑
夫
交
際
取
扱
所
グー、
４ 
，－プ
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気
管
支
炎
な
ど
合
わ
せ
て
四
七
・
四
％
で
あ
っ
た
。
塵
肺
は
二
件
し
か
な
か
っ
た
が
、
実
際
は
塵
肺
と
診
断
さ
れ
な
い
塵
肺
は
も
っ
と
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
次
は
目
に
関
す
る
傷
病
で
、
発
破
や
鉱
石
に
よ
る
失
明
、
眼
病
が
一
七
二
％
で
あ
っ
た
。
消
化
器
系
の
胃
腸
病
は
九
・
二
％
で
あ
り
、
手
足
の
切
断
、
怪
我
な
ど
七
。
九
％
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
ろ
失
明
や
手
足
の
切
断
、
火
傷
な
ど
の
大
怪
我
、
肺
結
核
の
よ
う
な
不
治
の
重
病
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
奉
願
帳
は
、
こ
う
し
た
重
傷
病
者
を
全
国
の
友
子
鉱
夫
の
力
で
救
済
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
限
界
は
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
明
ら
か
で
あ
る
。
重
病
傷
者
に
各
鉱
山
を
巡
回
さ
せ
る
こ
と
が
土
台
無
理
で
あ
る
。
し
か
し
社
会
保
障
制
度
も
無
く
企
業
内
の
労
災
救
済
制
度
も
無
か
っ
た
時
代
に
、
共
済
活
動
の
一
つ
と
し
て
奉
願
帳
制
度
を
生
み
出
し
た
友
子
制
度
の
活
力
を
大
い
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
第３表奉願帳 寄附|限持ち浪人鉱夫の年齢
(明治38年８月～40年２月）
２０歳未満
２０～２９歳
３０～３９歳
４０～４９歳
５０歳以上
合計
０ 
１３．８ 
０
５
３
７
４
 
１
３
４
１
 
30.3 
43.1 
1２．８ 
1０９ 100.0 
注資料は第２表に同じ。
第４表奉願帳・寄附帳持ちの傷病名
（明治38年８月～40年２月）
Ｊ『’
Ｈ
］
８
 
ヨ
ゴ
農
８
０
 
フ
JｕＵ 
注資料は第２表に同じ。資料より傷病名の判
明しているものを抽出して作成した。
ない。ちなみに奉願帳制度は、明治三十年には常磐地方の友子規約で確認されており、少なくともそれより数年前
ｊ
 
（６） 
〃にも存在していたことになる。
く
足
尾
銅
山
に
来
れ
ば
奉
願
帳
に
対
し
一
一
十
数
円
の
寄
付
が
与
え
ら
れ
た
の
で
、
多
く
の
奉
願
帳
持
ち
浪
人
が
足
尾
に
登
山
し
て
き
た。自力で登山できない浪人は、近くの鉱山から介添人を伴って登山してきた。例えば明治三十七年「浪人原籍簿」
は
、
十
月
の
頃
に
七
人
の
奉
願
帳
浪
人
の
う
ち
三
名
が
送
人
を
伴
っ
て
き
た
。
ま
た
同
年
の
「
会
計
簿
」
に
奉
願
帳
持
ち
の
病
人
を
四
Ｊ
 
（７） 
上
人
の
鉱
夫
が
カ
ゴ
に
乗
せ
て
き
た
こ
と
を
示
す
記
録
も
あ
る
。
く蝿また家族持ちの奉願帳浪人もしばしば見受けられた。同年五月の先の資料は、生野銀山出身の内山Ⅱ人郎（四ｌ
（８） 
即九歳）は、妻に伴われて登山し、福井出身の坪川五百松は妻と五歳の子供と辻〈に登山している。
絲彼らは、本山坑、小滝坑、通洞坑、賛子橋の箱元を尋ね、幾泊かの一宿一飯の施しを受けて他の鉱山に移動した。
敬外部の鉱山の奉願帳には一回だけしか寄付はなされなかった。
ナ制次に浪人附く□について見よう。先の「救與明細合簿」は、明治三十七年だけであるが、友子の浪人制度に従って
｝」
川職を求めて足尾銅山の本山坑に登山してきた鉱夫は、第５表に示した通り、九カ月でなんと五六七人におよび、月
醐平均六三人、一日一一人の割であった・登山鉱夫には、三十銭が附合料として本山の友子組織から支払われた・その
足
内訳は、十五銭が宿泊料であった。足尾では、一宿一飯が、現物ではなく貨幣で決裁されていることが注目される。
浪
人
鉱
夫
た
ち
は
、
足
尾
銅
山
で
職
に
あ
り
つ
け
れ
ば
こ
こ
に
留
ま
り
、
な
け
れ
ば
他
の
鉱
山
に
更
に
移
動
し
た
。
浪人鉱夫に対するこの支出額は、本山坑全体で月平均一八円九○銭であり、年間で二二六円に達するかなりの額
336 
である。
と
こ
ろ
で
こ
の
浪
人
附
合
料
は
、
先
の
資
料
で
は
、
明
治
三
十
八
年
一
月
か
ら
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
太
田
氏
は
、
こ
の
事
実
を
附
(３２） 335 
次
に
箱
元
を
中
心
と
す
る
友
子
の
活
動
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
この点については、資料の記述が不十分であるが、一部の活動は窺える。ここに明治三十年から一一一十九年十一月ま
（ｕ） 
本山坑の坑夫の箱一工の「〈云計簿」がある。
こ
の
「
会
計
簿
」は、浪人交際については別会計としていた。したがって会計の内容は、本山坑の箱元の日常的な
活動、例えば山中委員や箱元の集会などの経費（茶菓子代）、箱元の事務費（半紙、ローソク代）、他坑の友子との
附
合
費
（
他
坑
の
友
子
の
使
人
へ
の
附
合
料
の
支
払
い
、
食
事
、
酒
肴
の
供
応
）
、
自
坑
の
箱
元
か
ら
他
坑
の
箱
元
へ
の
使
人
の
費
用
第５表浪人鉱夫の登山者数と附合料
Ｊ
 
人く
８
５
 
７
３
６
 
９
５
６
６
４
６
６
５
 
数
５
 
７
 
谷
支出金額計(円）
９．００ 
１７．４０ 
21.90 
21.30 
28.80 
１７．１０ 
２０．４０ 
１９．５０ 
１４．７０ 
170.10 
１８．９０ 
226.80 
明治37年４月
５月
６月
７月
８月
９月
1０月
１１月
１２月
合計
月平均
１年間
０
８
３
１
６
７
８
５
９
 
３
５
７
７
９
５
６
６
４
 
銭右噴がかさんだので浪人附合を廃止したと解釈しておら
刷れる。私は、この事実は浪人附合料の支払いが次年度から
幻山中交際費から支出しなくなったことを示すのであって、
州本山坑が浪人附合を中止したのではないと考えている。恐
洲らく浪人附合は、飯場交際費から支出するようになったの
脚ではないかと思われる・浪人附合料は、全体としては額が
じ同
大
き
い
が
、
鉱
夫
一
人
当
り
負
担
一
カ
月
一
一
銭
に
し
か
す
ぎ
ず
、
太
に表田
氏
の
一
一
一
一
口
う
よ
う
に
負
担
が
大
き
か
っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
１
 
第
い
。
友
子
の
伝
統
を
強
く
守
っ
て
き
た
足
尾
銅
山
の
友
子
が
浪
人
附
９
ｏ
 
附炊合を中止したとは思えない。｝」の費用は、飯場交際費から
資筋支払われるようになったのではないか、と一一一一口うのが私の意
（皿）
注
見
で
あ
る
。
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第６表友子山中交際会計
（明治37年分）
(３３） 
（皿）
などが詳細に記されている。
こ
こ
か
ら
は
、
友
子
の
活
動
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
取
立
に
関
す
る
経
費
が
こ
こ
に
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
太
田
氏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
山
坑
で
は
、
明
治
三
十一年以来坑夫の取立は、年一一回（五月十一曰が自坑夫、十一一月三十一日が渡坑夫）行われてきた。小滝坑や通洞
坑
で
は
自
渡
合
同
で
年
一
回
の
取
立
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
實
子
橋
坑
は
不
定
期
に
行
｣ii癖ilrFJFili収入支出 山中釦代交際金徴収総支出 108円７５銭245円６７銭438円４３銭
な
わ
れ
て
い
た
。
取
立
式
は
、
採
鉱
夫
の
技
能
養
成
に
と
っ
て
重
要
な
儀
式
で
あ
っ
た
。
取
立
式
に
ｏ 
成作
は
相
当
の
費
用
が
か
か
っ
た
。
》ｂか
本
山
坑
の
「
会
計
簿
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
七
年
十
二
月
の
項
に
小
滝
坑
に
八
円
、
通
洞
坑
頁３
 
に五円、實子橋坑に一二円と取立式の祝儀を支出している。自坑の取立式にも箱元は、
皿ね十円の祝儀を出している。それらの合計は三十一一円である。もっとも取立式に際し
』
し
皷鵜ては、各箱一工は、取立予定鉱夫の名簿の回覧、他坑の式への立会人の派遣など事前
州収の仕事を遂行しなければならない。そのような附合費だけでも十一一月の支出は、十
泓釧鍬数円に達している。
よ
尾
金
し
か
し
こ
の
よ
う
な
交
際
費
は
、
全
体
と
し
て
見
る
と
た
い
し
た
額
で
は
な
い
。
第
６
表
は
、
に
足
越
潤梛臘明治一一一十七年の箱元の「会計」を集計したものである。年間の支出は四三八円で
舗頤随あった・月額の平均支出は一一一十円五十四銭であった・友子鉱夫の一月当りの平均負
ｒ太お担は一一銭にすぎない・
注
支
出
に
対
す
る
収
入
は
、
交
際
金
（
会
費
）
の
徴
収
と
山
中
鉛
代
で
あ
る
。
月
額
で
見
る
と
、
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第７表交際費の友子鉱夫一人当の月額負担
明治37年 明治３８年
６．２銭
４．１銭
１．１銭
明治３９年
１０．５銭
７．９銭
１．０銭
山中交際費
奉願帳
寄附帳
附合料
箱元会計
合計
飯場交際費
銭
銭
銭
銭
銭
１
０
０
０
０
 
０
３
１
２
２
 
１
 
12銭
－ 
０フ ７ ？ 
注「救与明細合簿」「会計簿」より作成。
友子鉱夫数は各年の友子会費納数の平均。
第８表本山坑友子の一人当交際金会費（山中交際金）
(単位銭）巡墜門 平均７．２ ５．６ 
１０．０ 
２３４ １ ５ｌ
ｎ
ｌ
５
ｌ
ｎ
 
６
－
５
’
５
｜
皿
７
’
８
’
５
｜
Ⅲ
 
８
ｌ
５
ｌ
ｎ
ｌ
ｎ
 
９
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
ｎ
 
ｎ
ｌ
５
ｌ
ｍ
｜
巧
ｎ
－
５
ｌ
７
ｌ
別
、
｜
阻
一
５
｜
別
０
｜
、
’
５
５５苑
1０５１０ 
注「坑夫交際金集帳」（太田貞祐氏蔵）より作成。
鉛
代
が
九
円
六
銭
、
会
費
の
徴
収
が
二
十
円
四
七
銭
で
あ
る
。
残
り
は
繰
越
金
で
あ
る
。
特
に
会
費
は
、
必
要
に
応
じ
て
徴
収
す
る
方
式
を
と
っ
て
お
り
、
こ
の
年
は
実
際
に
は
六
回
徴
収
さ
れ
た
が
、
（週）
平均一人四銭程度にすぎない。
次
に
飯
場
内
で
の
友
子
の
活
動
を
見
た
い
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
飯
場
内
の
活
動
を
示
す
資
料
が
な
い
。
明
ら
か
に
こ
れ
ま
で
の
本
山
坑
の
友
子
資
料
は
、
友
子
の
幾
多
の
活
動
を
伝
え
て
い
る
が
、
飯
場
内
の
友
子
の
活
動
に
何
等
触
れ
て
い
な
い。飯
場
内
の
活
動
と
み
ら
れ
る
の
は
、
傷
病
者
、
死
亡
者
な
ど
に
対
す
る
相
互
扶
助
で
あ
る
。
小
滝
坑
の
友
子
の
規
約
の
規
定
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
友
子
は
、
傷
病
者
、
死
亡
者
に
一
定
の
見
舞
金
を
支
給
し
て
き
た
。
こ
れ
が
足
尾
銅
山
で
は
、
友
子
の
飯
場
内
の
交
際
と
し
て
扱
わ
れ
、
箱
元
の
会
計
か
ら
除
外
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
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さ
て
こ
こ
で
友
子
の
活
動
費
の
鉱
夫
へ
の
負
担
に
つ
い
て
述
べ
て
置
き
た
い
。
第
７
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
本
山
坑
の
友
子
は
、
友
子
の
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
鉱
夫
一
人
当
り
の
負
担
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
当
時
の
鉱
夫
の
賃
金
が
一
日
五
十
銭
位
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
ケ
月
十
数
銭
の
負
担
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
。
第
８
表
は
、
山
中
交
際
の
部
分
の
会
費
で
あ
る
が
、
所
有
者
の
無
い
か
ま
す
入
り
「
鉱
石
」
収
入
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
会
費
で
何
と
か
ま
か
な
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
友
子
の
会
計
は
こ
の
ほ
か
に
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
鉱
夫
の
箱
元
を
中
心
と
し
た
会
計
負
担
は
、
私
の
分
析
で
は
月
二
銭
で
あ
っ
た
。
飯
場
内
の
交
際
費
は
、
つ
い
に
把
握
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
と
山
中
交
際
費
程
度
と
仮
定
し
て
も
な
お
鉱
夫
の
友
子
会
費
負
担
は
過
大
と
は
言
え
ない。既に引用したように「万朝報」は、明治三十年代末の友子の会費を二十銭としていたが、恐らくその程度だっ
た
ら
友
子
鉱
夫
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
しかも足尾銅山の友子について論じる時は、足尾銅山の友子鉱夫の数が非常に多く、友子財政に恵まれていた事、
それが友子制度をしっかりと支えていた事に注目しておかなければならない。これは足尾銅山内の友子の問題だけ
で
は
な
く
、
他
鉱
山
の
友
子
に
と
っ
て
も
、
友
子
の
模
範
と
し
て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
ち
な
み
に
指
摘
し
て
お
けば、奉願帳持ち鉱夫が足尾銅山にくれば、二週間滞在して約二十七円（約五十日分の曰賃金相当）の寄付を得る
（咀）
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
驚
く
べ
き
額
で
あ
る
。
以上が本山坑の友子資料から明かになった明治三十年代末における友子の活動である。これで、前項の小滝坑の
友
子
規
約
の
分
析
と
重
ね
合
わ
せ
れ
ば
、
当
時
の
足
尾
銅
山
の
友
子
の
構
造
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
こ
こ
で
の
飯
場
は
、
あ
く
ま
で
友
子
飯
場
で
あ
り
、
箱
元
か
ら
外
さ
れ
た
活
動
と
は
言
え
、
友
子
の
活
動
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
（ｕ） 
いのである。
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注（６
）
前
掲
拙
著
、
（７）それぞれ一
（８）「浪人原籍
（
９
）
前
掲
太
田
（皿）例えば後（
（、）太田貞祐汗
（皿）太田氏前伯
（
⑬
）
同
上
、
宗
（ｕ）友子の飯頃
六六頁参照。
（旧）前掲拙稿、
（１）太田貞祐氏蔵。太田貞祐『足尾銅山の社会史』、一六一’三頁。
（２）拙稿「鉱夫の自主的労災救済制度の一考察」、『経済志林』第五十八巻第一・二合併号、を参照。
（３）拙著『日本の伝統的労資関係』、三一一一一一頁以下参照。
（
４
）
明
治
三
十
八
年
「
奉
願
帳
ノ
寄
付
帳
謄
写
簿
」
に
よ
る
。
太
田
貞
祐
氏
蔵
。
（
５
）
し
か
し
拙
稿
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
和
田
梅
吉
の
奉
願
帳
調
製
の
際
に
は
、
友
子
組
織
以
外
の
個
人
か
ら
三
十
二
円
の
寄
付
を
え
ている。前掲論文、五七五頁参照。
（
６
）
前
掲
拙
著
、
一
二
九
頁
。
（７）それぞれ太田貞祐氏蔵資料。
前
掲
太
田
『
足
尾
銅
山
の
社
会
史
員
一
五
九
頁
。
例えば後の鉱業所の資料は、「浪人附合」の存在を認めている。左合藤三郎編『古河鉱業・使用人一般状況』、二○七頁。
太田貞祐氏蔵資料。
太
田
氏
前
掲
書
、
’
六
六
頁
参
照
。
同上、一七一一’三頁。
友子の飯場交際については、明治四十年の「坑夫飯場申合規約」によって確認できる。左合編『飯場制度関係資料』、
「浪人原籍簿」。五六八頁。
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明
治
四
十
年
二
月
六
日
に
足
尾
銅
山
で
大
暴
動
が
起
き
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
明
治
三
十
七
年
夕
張
炭
鉱
で
労
働
組
合
活
動
を
し
て
い
た
永
岡
鶴
蔵
が
、
新
た
な
活
動
を
組
織
す
る
た
め
に
足
尾
銅
山
に
潜
入
し
た
。
彼
は
、
そ
の
後
精
力
的
に
組
合
活
動
を
展
開
し
た
が
、
一
進
一
退
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
日
露
戦
争
後
の
イ
ン
フ
レ
の
た
め
実
質
賃
金
の
低
下
し
た
明
治
三
十
九
年
末
か
ら
、
夕
張
炭
鉱
の
僚
友
南
助
松
が
足
尾
銅
山
に
来
た
。
そ
れ
か
ら
南
の
助
け
を
え
て
労
働
至
誠
会
と
名
乗
る
労
働
組
合
は
、
急
速
に
発
展
し
、
鉱
業
所
に
待
遇
改
善
要
求
を
行
い
、
か
つ
て
な
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
飯
場
頭
ら
は
、
自
ら
の
存
在
を
否
定
す
る
労
働
組
合
の
運
動
に
危
機
意
識
を
感
じ
て
、
自
ら
鉱
夫
の
代
表
を
自
認
し
て
鉱
夫
の
待
遇
改善要求をまとめ、労働組合の活動を妨害しようとした。これに憤慨した至誠会は、友子の山中委員に働き掛けて、
労
働
組
合
寄
り
の
鉱
夫
の
要
求
を
ま
と
め
て
、
全
山
的
に
運
動
し
た
。
こ
の
際
至
誠
会
は
、
飯
場
頭
が
握
っ
て
い
た
箱
元
の
会
計
管
理
権を山中委員の手に取り戻す運動を成功的に展開し、飯場制度の廃止を訴えた。
こ
れ
に
驚
い
た
飯
場
頭
ら
は
、
至
誠
会
潰
し
に
躍
起
と
な
っ
た
が
、
至
誠
会
の
勢
い
は
衰
え
ず
、
鉱
業
所
も
至
誠
会
へ
の
大
幅
な
妥
協
を
決
意
し
始
め
て
い
た
。
そ
う
し
た
折
り
の
二
月
四
曰
、
通
洞
坑
内
で
鉱
夫
の
一
部
が
暴
徒
化
し
、
次
第
に
そ
れ
が
拡
大
し
て
、
六
日
に
は
本
山
坑
の
焼
討
ち
に
ま
で
発
展
す
る
大
暴
動
と
な
っ
た
。
こ
の
原
因
は
恐
ら
く
飯
場
頭
ら
に
よ
る
フ
レ
イ
ム
・
ア
ッ
プ
、
挑
擢
で
あ
っ
た
。
暴
動
に
際
し
て
至
誠
会
の
幹
部
は
、
扇
動
者
と
し
て
警
察
に
逮
捕
さ
れ
た
が
、
裁
判
で
は
無
罪
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
至
Ⅲ
暴
動
後
に
お
け
る
足
尾
鉱
業
所
の
友
子
政
策
の
転
換
二
暴
動
後
の
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
改
編
ｌ
経
営
者
に
よ
る
友
子
の
飯
場
制
度
へ
の
包
摂
Ｉ
(３８） 329 
（１） 
誠会の幹部は、暴動に反対－していたので、それは当然であった。
足
尾
銅
山
の
経
営
当
局
は
、
争
議
過
程
に
お
け
る
友
子
の
動
き
に
対
し
て
、
大
き
な
驚
き
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
友
子
に
対
し
て
従
来
と
異
な
っ
た
方
針
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
鉱
業
所
は
、
ま
ず
暴
動
が
鎮
静
す
る
と
鉱
夫
全
員
を
解
雇
し
、
改
め
て
鉱
夫
（２） 
の
再
雇
用
を
行
い
、
至
誠
会
の
活
動
家
、
暴
動
の
首
謀
者
、
不
満
分
子
な
ど
を
再
雇
用
せ
ず
、
足
尾
銅
山
か
ら
追
放
し
た
。
そ
の
後
鉱
業
所
は
、
飯
場
制
度
を
改
組
し
て
飯
場
制
度
へ
の
支
配
を
強
め
、
飯
場
組
合
を
公
認
し
友
子
を
飯
場
組
合
の
中
に
組
み
入
れ
た
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
大
正
八
年
の
鉱
業
所
の
一
資
料
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
当
時
山
中
交
際
ノ
事
ヲ
司
ル
大
当
番
（
山
中
委
員
又
ハ
箱
元
ト
モ
称
ス
）
卜
称
ス
ル
者
ア
リ
テ
其
牛
耳
ヲ
司
り
、
多
ク
ハ
鉱
夫
中
ノ
勢
力
者
ガ
之
レ
ニ
任
ジ
威
望
甚
ダ
高
カ
リ
キ
。
素
ヨ
リ
鉱
業
所
ノ
承
認
ヲ
エ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
、
又
頭
役
ノ
監
督
ヲ
受
ケ
届
ル
モ
ノ
ー
ー
ア
ラ
ズ
シ
テ
極
メ
テ
無
節
制
ナ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
遂
二
至
誠
会
員
ノ
乗
ズ
ル
処
ト
ナ
レ
リ
。
四
十
年
ノ
暴
動
ノ
鎮
静
ス
ル
ャ
、
同
年
九
月
鉱
業
所
ハ
断
然
之
ヲ
廃
シ
、
代
フ
ル
二
飯
場
組
合
ヲ
組
織
セ
シ
メ
、
飯
場
頭
役
ヲ
シ
テ
其
飯
場
ヲ
代
表
シ
テ
之
ノ
組
合
二
加
盟
セ
シ
ム
ル
ノ
義
務
ヲ
負
ハ
シ
メ
、
山
中
ノ
交
際
ハ
全
部
同
組
合
一
一
於
テ
管
掌
セ
シ
ム
ル
ト
比
〈
二
、
鉱
業
所
卜
飯
場
間
ノ
意
（３） 
土し疎通機関トナセリ。」
こ
こ
に
は
問
題
の
論
点
が
簡
潔
に
い
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
暴
動
前
ま
で
は
、
足
尾
銅
山
の
友
子
は
「
鉱
業
所
ノ
承
認
」
を
得たものでも、「頭役ノ監督」を受けた存在でもないと言うのは一一一一口いすぎであるが、鉱業所の言い方によれば「無
節
制
」
で
あ
り
、
実
態
的
に
は
自
立
的
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
友
子
は
、
飯
場
制
度
と
癒
着
し
飯
場
頭
の
干
渉
を
幾
分
と
も
受
け
て
い
た
こ
と
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
。
こ
の
点
は
、
前
節
で
詳
し
く
分
析
し
た
の
で
、
こ
こ
で
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
そ
う
し
た
友
子
の
自
立
性
が
至
誠
会
に
乗
ぜ
ら
れ
、
友
子
が
労
働
組
合
化
す
る
原
因
と
な
っ
た
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
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で
は
、
飯
場
組
合
の
も
と
に
改
編
さ
れ
た
友
子
制
度
は
、
ど
の
様
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
坑
夫
飯
場
組
合
の
規
約
を
分
析
し
、
次
に
当
時
の
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
資
料
を
分
析
し
て
、
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
だ
か
ら
鉱
業
所
は
、
従
来
の
よ
う
に
友
子
を
野
放
し
に
し
て
お
く
方
針
を
改
め
、
友
子
の
自
立
性
を
奪
う
た
め
に
、
飯
場
組
合
を
再
編
（４） 
成して友子を飯場組〈口の中に組み入れ、飯場頭の監督下に置こうとしたのである。
第
三
に
、
鉱
業
所
は
、
し
か
し
友
子
制
度
を
廃
止
せ
ず
、
友
子
の
組
織
と
機
能
の
大
部
分
を
残
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
鉱
業
所
の
指
摘
か
ら
は
何
も
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
資
料
は
、
改
編
さ
れ
た
友
子
を
「
意
志
疎
通
機
関
」
と
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
友
子
を
残
し
た
理
由
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
少
し
説
明
し
て
お
き
た
い
。
後
に
分
析
す
る
よ
う
に
、
鉱
業
所
は
、
こ
の
改
革
時
点
で
は
、
友
子
制
度
を
全
面
的
に
廃
止
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
鉱
業
所
は
、
友
子
が
持
っ
て
い
た
鉱
夫
の
熟
練
養
成
、
採
鉱
過程での労働の指揮管理、生活面での秩序化、広範囲な共済活動などの機能を無視して、独白のシステムで鉱夫を
雇
用
し
管
理
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
鉱
業
所
は
、
結
局
友
子
制
度
を
ま
だ
利
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
○ 
注（
１
）
拙
著
『
日
本
の
伝
統
的
労
資
関
係
」
、
三
七
五
頁
以
下
を
参
照
。
一
一
村
後
出
著
書
も
参
照
さ
れ
た
い
。
（２）二村一夫『足尾銅山の史的分析』、八二頁以下を参照。
（３）左合藤三郎編『古河鉱業・使用人一般状況』、一八七頁。
（
４
）
飯
場
組
合
は
、
一
般
に
こ
の
期
に
成
文
規
約
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
（
大
山
敷
太
郎
『
鉱
業
労
働
と
親
方
制
度
」
、
一
七
四
頁
）
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
正
し
く
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
以
前
の
飯
場
組
合
の
規
約
が
最
近
発
見
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
飯
場
組
合
の「議事録」（明治三十年’四十年）参照。太田貞祐『足尾銅山の社会史」、一八七頁。
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第
二
に
鉱
業
所
は
、
こ
の
坑
夫
飯
場
組
合
の
中
に
友
子
制
度
を
組
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
要
約
し
て
い
え
ば
、
大
当
番
、
箱
元
、
山
中
委
員
と
い
う
友
子
の
役
員
組
織
の
名
称
を
廃
止
し
て
、
大
当
番
の
代
わ
り
に
飯
場
頭
が
な
る
飯
場
組
合
長
を
、
山
中
委
員
の
代
わ
り
に
こ
れ
も
飯
場
頭
か
ら
な
る
相
談
役
を
、
箱
元
役
を
な
く
し
て
専
任
の
事
務
員
を
置
い
た
。
直
接
的
に
は
雇
用
関
係
か
ら
独
立
し
て
い
た
友
子
制
度
を
飯
場
制
度
と
い
う
雇
用
制
度
の
下
に
組
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
飯
場
制
度
と
友
子
制
度
の
癒
着
を
』
層
拡
大
し
、
友
子
制
度
の
自
立
的
か
つ
自
治
的
性
格
を
奪
お
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
の
友
子
は
、
従
来
の
典
型
的
な
友
子
で
は
な
く
、
極
め
て
制
限
さ
れ
た
変
則
的
な
も
の
で
あ
り
、
私
は
こ
れ
を
変
型
友
子
の
一
形
態
、
企
業
内
化
さ
れ
た
変
型
友
子
で
は
友
子
制
度
は
、
飯
場
制
度
に
組
み
込
ま
れ
て
ど
の
様
な
構
造
を
形
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
明
治
四
十
年
九
月
に
鉱
業
所
が
提
起
し
た
坑
夫
飯
場
組
合
の
基
本
的
な
構
造
を
み
て
お
こ
う
。
（３） 
「本山坑夫飯場組合規程」によれば、「本組〈ロハ足尾鉱業所ノ承諾ヲ得テ之ヲ設立ス」（第一條）、そして「本組合
層拡大し、友子制墜
な
友
子
で
は
な
く
、
犀（２） 
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。
鉱
業
所
は
、
坑
夫
飯
場
組
合
を
組
織
す
る
た
め
に
二
つ
の
改
革
を
行
っ
た
。
第
一
に
ま
ず
飯
場
制
度
そ
の
も
の
の
改
革
で
あ
っ
た
。
鉱業所は、暴動の原因の一つに従来の飯場制度のあり方に問題があった事を認め、飯場制度の「因襲的弊害ヲ打破」
す
べ
く
改
革
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
従
来
は
鉱
業
所
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
て
存
在
し
て
い
た
飯
場
組
合
を
、
鉱
業
所
の
管
理
下
に
位
置
づ
け
、
「
飯
場
組
合
規
程
」
と
い
う
飯
場
組
合
規
約
を
成
文
化
し
、
「
頭
役
使
用
細
則
」
を
定
め
て
鉱
業
所
の
飯
場
頭
へ
の
支
配
を
強
（１） 
めた。 ②
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
制
度
の
構
造
ｌ
坑
夫
飯
場
組
合
規
約
の
分
析
Ｉ
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そ
し
て
第
五
條
は
、
こ
の
組
合
の
「
目
的
」
を
「
各
飯
場
ノ
取
締
方
及
各
飯
場
所
属
坑
夫
ノ
取
扱
方
ヲ
一
定
シ
、
又
鉱
業
所
二
対
シ
テ
各
飯
場
所
属
鉱
夫
ヲ
代
表
シ
、
相
互
ノ
意
志
ヲ
疎
通
シ
、
業
務
ノ
施
行
ヲ
円
滑
ナ
ラ
シ
ム
ル
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
文字通りこれまで各飯場により異なっていた「飯場ノ取締方」、「所属坑夫ノ取扱方」、賄いや売店のあり方などの
労
務
管
理
、
生
活
管
理
の
方
式
を
鉱
業
所
の
管
理
下
に
置
い
て
．
定
」
に
標
準
化
し
た
。
そ
れ
は
、
鉱
夫
間
に
不
満
を
生
ま
な
い
よ
う
に
し
、
更
に
飯
場
頭
の
組
合
が
鉱
業
所
に
対
し
て
鉱
夫
を
「
代
表
シ
」
、
労
資
間
の
仲
介
役
と
な
り
、
労
資
の
「
意
志
ヲ
疎
通
」
さ
（４） 
せ
る
機
関
の
役
割
を
果
た
し
、
全
体
と
し
て
「
業
務
ノ
施
行
ヲ
円
滑
」
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
六
條
は
、
坑
夫
飯
場
組
合
の
「
目
的
ヲ
達
ス
ル
為
メ
」
に
、
三
つ
の
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
第
一
に
、
「
飯
場
組
合
規
約
ヲ
制
定
シ
、
各
飯
場
ヲ
シ
テ
之
ヲ
遵
守
」
さ
せ
る
こ
と
。
実
は
、
こ
の
規
約
こ
そ
飯
場
制
度
の
も
と
に
雇
用
さ
れ
、
そ
こ
で
友
子
を
組
織
し
て
い
た
鉱
夫
達
を
飯
場
組
合
に
組
み
入
れ
る
規
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
坑
夫
飯
場
組
合
は
「
各
飯
場
所
属
坑
夫
ノ
利
害
ヲ
代
表
シ
、
鉱
業
所
二
対
シ
申
告
又
ハ
請
願
ヲ
為
ス
」
こ
と
。
こ
れ
は
、
従
来
の
よ
う
に
友
子
を
放
置
し
て
お
く
と
労
働
組
合
化
し
た
り
す
る
の
で
、
友
子
を
労
働
組
合
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
飯
場
制
度
に
閉
じ込め、かつ飯場頭の支配下において、労資間の意志疎通機関の役割を果たさせようとした事を意味している。
第
三
に
、
坑
夫
飯
場
組
合
は
、
本
山
、
通
洞
、
小
滝
の
連
合
関
係
を
形
成
す
べ
き
も
の
と
指
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
既
に
一
一
一
坑
の
（５） 
友子が持っていた関係を踏襲したものである。
役
員
に
つ
い
て
は
、
第
七
條
か
ら
第
九
條
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
組
合
長
」
一
人
、
「
相
談
役
」
四
人
、
「
事
務
員
」
一
人
を
置
き
、
組
合
長
は
組
合
員
（
つ
ま
り
飯
場
頭
）
の
中
か
ら
「
選
挙
」
さ
れ
、
任
期
は
六
カ
月
で
再
選
が
認
め
ら
れ
た
。
相
談
役
は
二
カ
月
される。
ハ
…
…
各
飯
場
ノ
頭
役
ヲ
以
テ
之
ヲ
組
織
ス
」
（
第
二
條
）
と
あ
り
、
企
業
内
の
組
織
で
あ
り
、
飯
場
頭
の
組
合
で
あ
る
こ
と
が
確
認
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第
三
條
は
、
飯
場
か
ら
「
除
名
」
し
、
鉱
業
所
か
ら
「
解
雇
」
す
べ
き
鉱
夫
の
行
為
を
次
の
よ
う
に
挙
げ
て
い
る
。
｜
「
放
蕩
無
頼」、「業務」怠慢、一一「喧嘩口論」、「不良ノ所為」、三「組合其他ノ規約」違反、四「頭役ノ指揮二背キ」、「其訓
戒
ヲ
守
ラ
サ
ル
」
こ
と
。
五
「
宿
下
り
」
の
ま
ま
の
逃
亡
。
こ
こ
に
は
、
飯
場
制
度
が
も
つ
機
能
、
任
務
へ
の
違
反
と
友
子
の
ル
ー
ル
へ
の
違
反
が
混
在
し
て
い
る
。
一
、
二
、
三
は
、
友
子
の
規
約
、
飯
場
の
ル
ー
ル
と
し
て
も
規
定
さ
れ
う
る
。
し
か
し
四
、
五
の
規
定
は、飯場制度にのみ固有の規定である。
第四條は、各飯場所属の鉱夫に「飯場割」として、「坑夫Ｌ一人毎月一円、「見習坑夫」一人七十銭を課している。
ご
と
の
組
合
員
（
飯
場
頭
）
に
よ
る
交
替
制
で
あ
っ
た
。
第
十
條
に
は
、
一
「
組
合
長
ハ
公
私
二
対
シ
テ
組
合
ヲ
代
表
シ
、
相
談
役
会
又
ハ
組
合
総
会
ヲ
招
集
シ
テ
其
議
長
ト
ナ
リ
、
組
合
ノ
常務ヲ執行シ、事務員ヲ任免ス」とし、二「相談役ハ組合長ヲ補佐シ、組合長ノ招集二応シ其諮問事項ヲ審議ス」
と
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
友
子
の
役
員
を
全
て
飯
場
頭
が
独
占
し
て
し
ま
っ
て
い
る
事
を
示
し
て
い
る
。
飯
場
頭
の
会
費
は
飯
場
が
抱
えている鉱夫数に応じて支払われ（第十一條）、総会は毎年期末に開かれた（第十四條）。
こ
の
よ
う
な
坑
夫
飯
場
組
合
の
も
と
に
、
更
に
飯
場
内
の
鉱
夫
を
規
制
す
る
「
坑
夫
飯
場
組
合
規
約
」
が
あ
っ
た
。
明
治
四
十
年
九
（６） 
月
段
階
に
鉱
業
所
が
提
起
し
た
も
の
が
「
本
山
坑
夫
飯
場
申
△
口
規
約
」
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
」
條
は
、
「
各
飯
場
ハ
相
互
一
一
親
睦
ヲ
旨
ト
シ
、
新
来
坑
夫
卜
雌
モ
総
テ
丁
寧
懇
切
二
扱
う
ヘ
シ
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
だ
こ
の
組
織
が
友
子
的
な
も
の
か
ど
う
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
第
二
條
は
、
「
各
飯
場
ハ
共
同
一
致
シ
テ
坑
夫
誘
拐
者
二
対
シ
常
一
一
警
戒
ヲ
怠
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
記
し
、
組
合
が
ま
さ
に
飯
場
制
度
の任務である鉱夫の確保を規定している。しかし友子自体は、このような任務をもっていなかったことは一一一一口うまで
‘もない。
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第九條は、一‐飯場賄料し（汁三食代、布団二枚を含む）として、上賄料一人一ヶ月六円、並賄料五円四１銭と規定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
来
の
飯
場
が
行
う
単
身
者
鉱
夫
の
賄
費
用
水
準
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
先
の
飯
場
割
の
飯
場
費
用
と
は違う点が注意を要する。
（７） 
こ
の
飯
場
割
と
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
も
と
も
と
友
子
の
会
費
と
飯
場
の
費
用
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
五
條
は
、
飯
場
割
の
使
途
を
規
定
し
て
い
る
。
一
「
組
合
費
（
山
中
交
際
金
）
」
、
二
「
香
典
、
饅
別
、
見
舞
金
、
附
合
、
祝
儀
」
、
三「飯場電燈、家賃、畳（敷物）、障子張替、諸道具損料」、四「諸雑費（半紙、蝋燭、提燈等）」、五「給料、手当、
礼金」、六「薪炭」。一の「組合費」は、文字通り「山中交際金」であり、友子の活動費である。二も友子の活動費
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
三
か
ら
五
は
、
ま
さ
に
飯
場
へ
支
払
う
べ
き
費
用
で
あ
る
。
四
は
友
子
の
事
務
費
に
も
係
わ
る
。
こ
の
規
定
は
、
以
前
か
ら
あ
っ
た
友
子
と
飯
場
制
度
と
の
癒
着
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
第
六
條
は
、
飯
場
割
以
外
に
鉱
夫
に
何
ら
の
賦
課
金
を
課
し
て
は
い
け
な
い
、
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
鉱
業
所
の
飯
場
頭
へ
の規制強化が確認される。
第
七
條
は
、
作
業
所
に
お
け
る
所
有
者
不
明
の
叺
人
り
「
鉱
石
」
は
、
組
合
の
費
用
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は、前節で見たように友子の規約にあった慣行であり、それを坑夫飯場組合が引き継いだことを示している。
第八條は、病気見舞（七日以上六十日迄一日一一付米五合）、死亡（本人五円以下）を規定している。この規定は、
第
五
條
の
細
則
に
あ
た
り
、
友
子
の
一
つ
の
共
済
活
動
で
あ
る
。
従
来
の
水
準
（
例
え
ば
死
亡
で
は
十
円
が
相
場
で
あ
た
）
よ
り
や
や
第
十
條
は
、
飯
場
が
取
り
扱
う
「
副
食
物
及
日
用
品
」
の
代
価
を
定
め
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
坑
夫
飯
場
組
合
は
、
飯
場
頭
の
組
合
で
あ
る
と
同
時
に
友
子
を
飯
場
制
度
の
中
に
組
み
入
れ
、
飯
場
制
度
と
著
し
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く
癒
着
し
た
友
子
の
変
則
的
な
変
型
組
合
で
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
先
に
引
用
し
た
鉱
業
所
の
資
料
が
、
「
大
当
番
」
の
制
度
、
す
な
わ
ち
友
子
制
度
（
こ
の
用
語
を
使
っ
て
い
な
い
が
）
を
「
廃
シ
、
代
フ
ル
一
一
飯
場
組
合
ヲ
組
織
」
し
た
と
述
べ
て
い
る
場
合
、
友
子制度が完全に廃止されたと見なすべきではない。明らかに、資料も「山中ノ交際ハ全部同組合一一於テ管掌セシム」
と
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
名
称
は
と
も
あ
れ
坑
夫
飯
場
組
合
は
、
友
子
の
機
能
を
引
き
継
い
だ
の
で
あ
り
、
友
子
の
組
織
も
事
実
上
内
包
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
こ
の
事
を
友
子
の
活
動
の
具
体
的
な
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
。
注（
１
）
左
合
藤
三
郎
編
「
古
河
鉱
業
・
使
用
人
」
、
一
八
七
頁
以
下
参
照
。
な
お
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
友
子
に
関
心
を
も
ち
、
足
尾
銅
山
の
飯
場
制
度
に
つ
い
て
詳
論
し
た
大
山
敷
太
郎
氏
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
こ
の
坑
夫
飯
場
組
合
を
論
じ
て
い
な
が
ら
、
飯
場
組
合
に
組
み
込
ま
れ
た
友
子
に
つ
い
て
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
氏
が
友
子
の
企
業
内
化
を
無
視
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
大
き
な
誤
り
で
あ
ろ
う
。
大
山
敷
太
郎
『
鉱
業
労
働
と
親
方
制
度
」
を
参
照
。
（２）友子は、昭和期に入ると本来の友子機能を失い単なる親睦団体、あるいは共済団体に変型していった。私は、この場合
の
友
子
を
形
骸
化
し
た
変
型
友
子
と
呼
び
、
本
来
の
典
型
的
な
友
子
と
も
、
後
に
見
る
「
鉱
夫
組
合
」
と
し
て
一
層
企
業
内
化
さ
れ
た
変
型
友
子
と
も
形
態
的
に
区
別
し
て
お
き
た
い
。
（３）左合編『飯場制度関係資料」、六六頁以下。
（４）大正期の友子は、どこの鉱山でも大なり小なり、労資間の意志疎通機関の役割を課せられたのであり、それによって鉱
山
で
労
働
組
合
が
起
こ
る
の
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
防
波
堤
の
役
割
を
も
果
た
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
（５）暴動以後友子の全山編成は、賢子橋坑の友子が通洞坑に吸収され、四坑から三坑になった。
（６）左合編『飯場制度関係資料」、六七頁以下。
（７）「飯場割」は、暴動以前は一円五十銭、この時期には一円、大正二年には五十銭（左合編『古河鉱業・使用人一般状況』、
一九一頁）と改正されている。
（
８
）
明
治
三
十
年
の
磐
城
炭
鉱
の
友
子
規
約
で
は
十
円
、
三
十
年
代
末
の
神
岡
鉱
山
の
友
子
規
約
で
は
就
業
中
の
死
亡
八
円
、
そ
の
他
の
死
亡
は
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以上のような坑夫飯場組合の規約と友子の具体的な活動の分析結果を総括してみると、坑夫飯場組合下の友子制
度
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
まず既に各坑に存在していた飯場組合が、鉱業所の規定する組織として公認された事が確認されなければならな
い
。
そ
し
て
飯
場
制
度
に
組
み
込
ま
れ
た
友
子
制
度
は
、
形
と
し
て
は
、
大
当
番
、
箱
元
、
山
中
委
員
の
名
称
が
廃
止
さ
れ
、
組
織
的
にもそれらは廃止されたと言ってよかろう。だから坑夫飯場組合下の友子は、各飯場から選ばれる代表者の会議（山
中
総
会
あ
る
い
は
山
中
会
議
）
が
無
く
な
り
、
そ
の
限
り
で
言
え
ば
、
従
来
の
友
子
組
織
と
比
べ
て
片
肺
的
で
あ
り
、
不
完
全
で
あ
っ
た。上意下達があって下意上達の仕組みが失われ、友子の自立性、自治性が著しく制限された。友子の企業内化の
目
的
が
あ
る
程
度
達
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
しかし飯場内について見ると、もともと友子の下部組織は、友子の機能を具体的に果たす為に存在していたと一一一口
え
よ
う
。
だ
か
ら
後
に
見
る
よ
う
に
、
友
子
の
自
立
的
か
つ
自
治
的
体
質
は
容
易
に
は
失
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
友
子
の機能は、もともと目治的にしか実施出来ない性格のものでもあったからである。取立式の実施、奉願帳発行は、
友子の一般会員から選ばれる世話役や中老役、更には友子がもっていた伝統的なヒエラルキーや、老人役、老母役、
鎚分など友子内の役職ぬきに有り得ない。言い換えれば、友子は、組織なしに有り得ないということである。後に
見
る
よ
う
に
、
各
飯
場
に
は
、
そ
う
し
た
友
子
の
組
織
性
は
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
しかしそれだけでは、友子の組織性は、あまりにも脆弱であろう。後に見るように、友子の事務所であり、箱元
⑧
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
の
活
動
一一円であった。前掲拙著、二二七頁、一一四二頁参照。
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各
坑
の
組
合
は
、
か
っ
て
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
連
合
し
て
相
互
に
話
合
い
を
行
っ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
こ
こ
で
指摘しておけば、友子の機能、活動は、坑夫飯場組合下においては、従来よりはかなり各坑の範囲の中に制限され、
狭
め
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
友
子
の
組
織
と
機
能
の
広
が
り
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
友
子
の
機
能
に
つ
い
て
言
え
ば
、
坑
夫
飯
場
組
合
下
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
従
来
の
機
能
を
基
本
的
に
引
き
継
い
で
い
る
と
言
え
よ
う
。
熟
練
鉱
夫
の
養
成
で
あ
る
取
立
制
度
、
傷
病
手
当
や
奉
願
帳
制
度
、
浪
人
鉱
夫
へ
の
一
宿
一
飯
、
賎
別
な
ど
は
、
多
少
機
能
と
し
て
は
縮
小
し
た
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
残
っ
て
い
る
。
問
題
は
、
友
子
集
団
が
労
働
や
生
活
の
面
で
従
来
の
よ
う
に
自
治
的
機
能
を
維
持
し
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
の
分
析
の
結
論
は
、
取
立
制
度
が
残
り
、
友
子
の
各
種
の
活
動
を
廃
止
出
来
な
い
以
上
、
そ
う
した自治機能はまだ相当程度残っていたと考えるべきであろう、と言うことである。
足
尾
銅
山
の
友
子
は
、
飯
場
制
度
に
組
み
込
ま
れ
、
飯
場
頭
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
い
わ
ば
企
業
内
化
さ
れ
て
、
従
来
の
よ
う
な
自
立
性
と
自
治
性
を
著
し
く
失
な
い
な
が
ら
も
、
制
度
的
に
友
子
と
し
て
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
変
型
し
た
友
子
制
度
と
し
て
存
在
し
て
の
お
か
れ
た
交
際
所
は
、
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
小
滝
坑
の
例
で
み
る
と
、
飯
場
頭
が
二
カ
月
毎
に
交
替
で
努
め
る
相
談
役
の
も
と
に
「
相
談
役
飯
場
」
が
置
か
れ
、
「
組
合
当
番
」
を
一
名
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
組
合
当
番
が
、
事
実
上
の
従
来
の
大
当
番
あ
る
い
は
箱
元
の
役
割
を
遂
行
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
の
相
談
役
飯
場
の
組
合
当
番
が
、
飯
場
頭
の
相
談
役
の
任
務
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
こ
で
も
飯
場
頭
が
友
子
の
活
動
を
統
括
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
友
子
の
自
立
性
は
一
段
と
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
た
の
で
あ
る
。
次
に
坑
夫
飯
場
組
合
制
度
下
の
友
子
の
活
動
を
具
体
的
に
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
友
子
が
飯
場
組
合
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
当
初
、
鉱
業
所
は
、
友
子
の
活
動
を
大
幅
に
制
限
し
よ
う
と
し
が
、
友
子
の
抵
抗
に
会
っ
て
、
必
ず
し
も
思
い
通
り
に
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
よ
く
示
す
資
料
が
あ
る
。
明
治
四
十
一
年
三
月
四
日
付
の
「
小
滝
Ｊ
 
仰坑夫飯場組合ノ催促改正承認願出一一関スル件」（坑部課長の所長宛文書）は、次のように記している。
「
小
滝
坑
夫
飯
場
組
合
二
於
テ
ハ
奉
願
帳
・
寄
付
帳
等
重
一
一
旧
山
中
割
二
属
シ
タ
ル
事
項
ハ
、
先
キ
ー
細
則
承
認
願
出
ノ
際
ハ
之
ヲ
除
キ
其
儘
不
文
ノ
慣
行
卜
致
居
候
処
、
此
度
組
合
決
議
ト
シ
テ
右
二
千
ス
ル
諸
事
項
ヲ
決
定
シ
、
別
紙
ノ
通
り
右
細
則
ヲ
改
正
追
加
ノ
決
議
ヲ
承
認
願
出
候
虚
、
各
条
項
中
ニ
ハ
或
ハ
他
坑
場
ノ
例
卜
異
ナ
ル
モ
ノ
モ
有
之
候
へ
共
、
旧
委
員
制
ヲ
襲
フ
コ
ト
ト
テ
俄
ｊ
 
上
カ
ー
一
改
廃
致
難
キ
事
情
モ
有
之
モ
ノ
ト
認
メ
、
尚
大
体
ハ
他
坑
場
組
合
ノ
例
卜
大
差
ナ
ク
、
適
当
ナ
ル
モ
ノ
ト
相
認
メ
候
二
付
全
部
く
（１） 
蝿承認相成可然哉存候。」
脚この指摘から分かる事は、第一に、小滝坑では、当初坑夫飯場組合の細則に奉願帳制度を明文化せず慣行的に
粥行っていたが、明文化されたと一一一一口うことである。第一一に、この改正要求は、いわば友子勢力の下から出てきたもの
敬であり、友子の発言力を示している、と言うことである。しかもそれが決議という方法によってなされた事に注目
ナ制したい。友子の自主的な性格がまだ決して失われていない。
一）
山第一二に、各坑の坑夫飯場組合は、基本的には同じでも、細部では若干異なっていたことも、ここで確認しておく
鯛必要がある・これは、もともと友子は、それぞれの組織が大変個性的であり、足尾銅山でも各坑の友子は、少しず
足
っ
個
性
を
も
っ
て
存
在
し
て
き
た
。
だ
か
ら
鉱
業
所
の
画
一
的
な
支
配
が
貫
徹
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
友
子
の
体
質
は
、
友
子
の
伝
統
的
な
自
治
的
、
自
立
的
性
格
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
友
子
の
性
格
に
こ
そ
、
そ
の
存
在
基
盤
が
失
わ
れ
て
も
長
らく友子制度を存在させ続けた大きな根拠であった。
０
第
四
に
、
細
則
改
正
を
さ
せ
た
友
子
の
圧
力
に
対
し
て
、
坑
場
課
長
が
、
「
旧
委
員
制
ヲ
襲
フ
コ
ト
ト
テ
俄
力
一
一
改
廃
致
シ
難
キ
事
２
 
３
 
情」が「有」ると一一一一口い、友子制度を基本的に廃止出来ないと告白している事である。｝」の点は、変型友子存続の原
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二
、
小
滝
坑
内
で
発
行
さ
れ
る
奉
願
帳
に
つ
い
て
は
、
出
願
者
の
属
す
る
飯
場
か
ら
五
名
以
上
の
世
話
人
を
も
っ
て
出
願
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
奉
願
帳
に
十
円
、
寄
付
帳
に
は
七
円
、
組
合
か
ら
支
払
い
、
回
飯
は
認
め
る
。
し
か
し
特
別
の
飯
場
附
合
は
し
な
く
て
い
い
と
規
定
し
て
い
る
。
三
、
浪
人
が
重
症
者
で
自
由
に
歩
行
出
来
な
い
送
り
奉
願
帳
持
ち
の
場
合
は
、
「
護
送
」
費
用
は
、
本
人
分
は
「
自
弁
」
、
送
り
人
の
（４） 
費用は組〈口の負担と規定している。護送の範囲は、東は細尾、西は花輪までとし、さらに事情がもっと悪い場合は、
町
役
場
の
補
助
を
仰
ぐ
と
規
定
し
て
い
る
。
次
に
、
四
、
傷
病
者
へ
の
見
舞
金
に
つ
い
て
見
る
と
、
飯
場
の
組
下
で
傷
病
が
三
十
日
以
上
の
場
合
に
は
、
六
十
日
以
内
は
一
円
、
因
の
分
析
に
際
し
詳
し
く
触
れ
た
い
。
で
は
、
組
合
の
決
議
は
、
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
明
治
四
十
一
年
二
月
付
で
「
小
滝
坑
夫
飯
場
組
合
長
小
柳
未
太
郎
」
（２） 
の
署
名
の
「
承
認
願
」
は
、
大
略
四
点
、
奉
願
帳
制
度
、
傷
病
者
へ
の
救
済
、
死
亡
者
へ
の
手
当
、
友
子
組
織
に
つ
い
て
詳
し
く
指
摘
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
友
子
の
実
際
の
活
動
を
知
る
事
が
出
来
る
。
ま
ず
奉
願
帳
制
度
に
つ
い
て
名
文
化
さ
れ
た
規
定
を
見
て
み
よ
う
。
｜
、
他
山
か
ら
来
た
奉
願
帳
、
寄
付
帳
持
ち
浪
人
に
対
し
て
は
、
組
合
が
奉
願
帳
に
は
五
円
、
寄
付
帳
に
は
三
円
を
給
与
し
、
回
飯
（
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
小
滝
坑
内
の
各
飯
場
を
回
っ
て
寄
付
を
貰
う
事
）
は
認
め
な
い
、
と
規
定
し
て
い
る
。
明
治
四
十
年
以
前
に
は
、
奉
願
帳
に
つ
い
て
は
、
小
滝
坑
に
限
っ
て
だ
が
各
飯
場
（３） 
を
数
日
か
け
て
回
り
ほ
ど
八
円
の
寄
付
が
な
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
こ
の
規
定
は
、
従
来
よ
り
寄
付
額
が
半
減
し
た
だ
け
で
な
く
、
回
飯
を
否
認
し
て
友
子
の
機
能
を
縮
小
し
て
い
る
と
言
え
る
。
更
に
、
こ
の
奉
願
帳
浪
人
達
の
宿
泊
は
、
当
分
の
間
、
「
相
談
役
飯
場
」
が
提
供
し
、
一
人
二
十
五
銭
で
賄
い
、
組
合
が
支
払
う
と
規
定
し
て
い
る
。
「
相
談
役
飯
場
」
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
た
い
。
再
来
は
認
め
な
い
と
あ
る
。
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九
十
日
以
内
は
二
円
、
百
日
以
内
は
二
円
五
十
銭
を
組
合
が
支
給
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
五
、
浪
人
及
び
其
家
族
の
死
亡
に
対
し
、
浪
人
の
死
亡
に
十
円
、
家
族
の
死
亡
に
五
円
（
小
児
三
円
）
を
組
合
か
ら
支
給
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
他
の
鉱
山
の
友
子
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
足
尾
銅
山
の
友
子
の
成
熟
度
を
示
す
も
の
と
し
て
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。
六
、
飯
場
の
構
成
員
で
友
子
の
会
員
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
組
合
事
務
所
、
役
員
に
な
ど
に
連
絡
し
、
本
人
死
亡
に
香
典
と
し
て
八
円
、
十
歳
以
上
の
家
族
に
四
円
を
組
合
か
ら
支
給
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
「
組
合
当
番
」
は
、
会
葬
者
を
点
検
す
べ
き
と
も
あ
る
。
な
お
当
坑
の
友
子
メ
ン
バ
ー
の
香
典
よ
り
浪
人
の
香
典
の
方
が
多
い
の
は
、
本
坑
の
鉱
夫
が
死
ん
だ
場
合
個
人
的
な
寄
付
が
相
当
集
ま
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
七
、
次
に
組
織
に
つ
い
て
み
よ
う
。
「
相
談
役
飯
場
」
に
「
組
合
当
番
」
各
一
名
を
置
き
、
任
期
を
二
カ
月
と
し
、
手
当
月
一
円
を
組
合
か
ら
支
給
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
飯
場
頭
の
組
合
に
は
、
相
談
役
が
四
人
置
か
れ
て
い
た
か
ら
、
恐
ら
く
そ
れ
に
合
わ
せ
て
鉱
夫
側
つ
ま
り
友
子
の
一
般
会
員
か
ら
四
人
の
「
組
合
当
番
」
が
選
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
鉱
業
所
が
、
友
子
の
自
治
性
を
あ
る
程
度
尊
重
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
組
合
当
番
は
、
従
来
の
山
中
委
員
に
よ
る
箱
元
當
番
に
相
当
し
て
い
る
が
、
四
人
と
い
う
少
人
数
で
は
従
来
の
よ
う
な
友
子
の
民
主
的
な
機
能
の
担
い
手
に
は
ほ
ど
遠
い
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の限りで、坑夫飯場組合下の友子は、組織的に見ると著しく民主的、自治的性格を失っていると言わざるをえない。
それにも係わらず、私はなお友子の自治的性格を若干強調しておきたい。それは、飯場頭の性格に関連している。
（５） 
飯
場
頭
も
ま
た
友
子
内
の
有
力
者
で
あ
り
、
友
子
の
ル
ー
ル
や
精
神
の
良
き
理
解
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
鉱
業
所
の
手
代
で
も
あ
り
、
確
か
に
資
本
の
力
は
大
き
い
し
、
概
ね
資
本
サ
イ
ド
に
立
っ
て
労
務
管
理
に
励
ん
で
い
た
こ
と
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
、
友
子
と
鉱
業
所
の
手
代
と
の
二
重
の
魂
の
持
ち
主
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
小
滝
坑
の
友
子
た
ち
が
、
従
来
の
よ
う
な
慣
行
を
坑
夫
飯
場
組
合
の
細
則
に
明
文
化
せ
よ
、
と
話
し
合
え
ば
、
組
合
長
の
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小
柳
未
太
郎
は
、
初
め
は
押
え
に
廻
っ
た
と
し
て
も
、
結
局
大
衆
の
要
求
を
ま
と
め
、
鉱
業
所
に
願
書
を
提
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
飯
場
頭
が
単
な
る
鉱
業
所
の
手
代
で
あ
り
、
一
職
員
で
あ
る
な
ら
ば
、
組
合
長
と
し
て
も
ふ
さ
わ
し
く
な
い
し
、
小
柳
の
よ
う
な
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
ー
は
と
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
様
な
友
子
的
な
飯
場
頭
の
性
格
は
、
な
お
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
を
幾
分
と
も
自
治
的
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
八
、
最
後
に
取
立
に
つ
い
て
の
規
定
を
み
よ
う
。
承
認
願
は
、
「
各
組
合
二
於
テ
取
立
執
行
一
一
際
シ
、
向
後
相
互
二
附
合
ヲ
廃
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
坑
夫
飯
場
組
合
下
で
も
各
坑
で
坑
夫
の
取
立
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
従
来
は
、
他
坑
で
の
取
立
式
に
際
し
て
は
、
十
円
程
度
の
祝
儀
を
持
参
し
て
、
立
会
人
を
出
席
さ
せ
る
慣
行
が
あ
っ
た
。
小
滝
坑
の
新
し
い
提
案
は
、
そ
う
し
た
附
合
を
今
後
は
止
め
よ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
取
立
式
が
縮
小
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
最
近
発
見
さ
れ
た
本
山
坑
の
友
子
資
料
を
分
析
し
、
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
の
活
動
を
検
出
し
て
み
よ
う
。
（６） 
今
こ
こ
に
本
山
坑
の
坑
夫
飯
場
組
合
の
明
治
四
十
一
年
四
月
か
ら
の
「
正
金
受
渡
帳
」
す
な
わ
ち
会
計
簿
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
計
簿
は
、
会
計
が
二
重
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
「
坑
」
と
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
両
」
と
あ
る
。
会
計
の
内
容
か
ら
、
前
者
は
友
子
の
会
計
で
あ
り
、
後
者
は
飯
場
頭
の
組
合
の
会
計
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
坑
夫
飯
場
組
合
が
機
能
的
に
は
っ
き
り
と
友
子
組
合
と
飯
場
頭
の
組
合
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
事
を
示
し
て
い
る
。
「
坑
」
の
部
の
会
計
は
、
基
本
的
に
暴
動
以
前
の
山
中
交
際
の
会
計
と
同
じ
で
あ
る
。
収
入
は
、
山
中
鉛
代
（
所
有
者
不
明
の
鉱
石
代
）
、
坑
夫
交
際
金
（
友
子
の
会
費
）
、
そ
の
他
か
ら
な
っ
て
い
る
。
鉱
夫
は
、
一
カ
月
十
銭
（
月
二
回
五
銭
ず
つ
）
の
友
子
会
費
を
支
（７） 
払
っ
て
い
る
。
ま
た
従
来
の
よ
う
に
、
友
子
の
会
計
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
山
中
鉛
が
、
こ
こ
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
事
も
、
か
っ
て
の
友
子
の
特
権
と
し
て
持
っ
て
い
た
こ
の
権
利
が
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
に
維
持
さ
れ
て
い
る
事
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。
支
出
は
、
奉
願
帳
、
寄
付
帳
、
饅
別
、
香
典
、
事
務
経
費
、
そ
の
他
か
ら
な
っ
て
い
る
。
奉
願
帳
浪
人
鉱
夫
は
、
当
分
相
談
役
飯
場
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に
泊
め
、
一
人
泊
二
十
五
銭
で
賄
う
と
し
て
い
る
。
友
子
の
中
心
的
制
度
で
あ
る
取
立
制
度
も
、
坑
夫
飯
場
組
合
の
も
と
で
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
明
治
四
十
年
（８） 
九
月
以
降
に
従
来
の
よ
う
に
取
立
式
が
行
わ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
は
、
明
治
四
十
年
九
月
に
飯
場
組
合
の
も
と
に
組
み
込
ま
れ
た
が
、
制
度
と
し
て
廃
止
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
坑
夫
飯
場
組
合
の
中
で
な
お
あ
る
程
度
の
独
自
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
組
織
的
に
も
機
能
的
に
も
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
友
子
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
分
析
し
て
き
た
よ
う
に
、
従
来
の
制
度
と
比
べ
て
特
に
組
織
の
面
で
は
か
な
り
制
限
さ
れ
、
縮
小
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
友
子
を
企
業
内
化
さ
れ
た
変
型
友
子
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
（９） 
こ
う
し
た
足
尾
の
友
子
制
度
を
以
前
の
友
子
制
度
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
、
正
し
い
友
子
の
歴
史
認
識
を
誤
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。
注（１）左合藤三郎編「飯場制度関係資料』、八三頁以下。
（
２
）
同
上
。
な
お
左
合
氏
は
、
小
柳
米
太
郎
と
し
て
い
る
が
、
末
太
郎
の
誤
り
で
あ
る
。
（３）拙稿「鉱夫の自主的労災救済制度の一考察」、『経済志林』第五十八巻第一・二合併号、五六八頁参照。
（
４
）
細
尾
と
は
日
光
へ
抜
け
る
道
の
峠
に
あ
り
、
花
輪
と
は
大
間
々
に
抜
け
る
道
の
中
途
に
位
置
し
て
い
る
。
実
際
は
奉
願
人
を
そ
こ
で
放
り
出
し
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
く
、
負
担
費
用
の
範
囲
を
示
し
て
い
る
。
（５）この点の理解がないと、飯場頭らの鉱夫を代表しようとする彼らのビヘイビアーをよく理解しえないであろう。
（６）太田貞祐氏蔵。太田『足尾銅山の社会史」、二○六頁以下参照。
（７）同上。
（８）同上、一六四頁、一一三五頁参照。
（
９
）
足
尾
銅
山
の
坑
夫
飯
場
組
合
と
友
子
の
関
係
を
私
見
の
様
に
捉
え
た
論
文
に
大
山
彦
一
「
友
子
同
盟
の
研
究
」
、
『
社
会
学
雑
誌
』
、
九
号
、
同上、一六四頁、一一三五頁参照。
足
尾
銅
山
の
坑
夫
飯
場
組
合
と
友
子
の
関
係
を
私
見
の
様
に
捉
え
た
論
文
に
大
山
彦
一
「
友
子
同
盟
の
研
究
」
、
『
社
会
学
雑
誌
』
、
九
号
、
三
○
号
、
（
一
九
二
五
年
九
月
、
十
月
）
が
あ
る
が
、
飯
場
と
友
子
の
関
係
の
理
解
が
暖
昧
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
飯
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岐
後
に
鉱
業
所
は
、
何
故
明
治
四
十
年
の
段
階
で
友
子
制
度
を
廃
止
し
な
か
っ
た
の
か
、
と
言
う
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
私
は
、
大
き
な
理
由
は
二
つ
あ
る
と
考
え
る
。
第
一
の
理
由
は
、
要
す
る
に
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
友
子
制
度
は
、
ま
だ
鉱
業
経
営
に
と
っ
て
客
観
的
に
必
要
で
あ
っ
た
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
友
子
が
明
治
期
の
日
本
の
近
代
的
鉱
業
経
営
に
如
何
に
必
要
で
あ
つ
（ｌ） 
た
か
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
既
に
詳
し
く
展
開
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
繰
り
返
す
こ
と
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
た
だ
初
め
て
の
読
者
の
た
め
に
、
そ
の
要
点
だ
け
を
紫
げ
て
お
け
ば
、
ま
ず
第
一
に
、
当
時
の
鉱
山
業
に
お
い
て
は
、
採
鉱
部
門
で
は
ま
だ
鉱
夫
の
熟
練
労
働
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
た
め
、
鉱
夫
の
熟
練
養
成
を
取
立
制
度
と
し
て
自
治
的
に
行
う
友
子
制
度
を
廃
止
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
鉱
業
所
は
、
必
要
な
熟
練
鉱
夫
の
養
成
を
ま
だ
独
口
に
組
織
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
結
局
女
子
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
（２） 
確
か
に
、
鉱
業
所
は
、
暴
動
後
、
明
治
四
十
一
年
九
月
に
「
坑
夫
養
成
規
定
」
を
定
め
、
友
子
制
度
と
別
に
独
自
に
鉱
夫
の
技
能
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
満
十
八
歳
か
ら
三
十
五
歳
ま
で
の
「
坑
内
作
業
二
経
験
ア
ル
志
願
者
」
を
試
験
に
よ
っ
て
「
見
習
坑
夫
」
を
採
用
し
、
坑
夫
飯
場
組
合
の
も
と
に
置
き
な
が
ら
も
、
鉱
業
所
独
自
に
修
業
期
間
「
六
カ
月
」
の
教
育
を
行
う
と
記
し
て
い
る
。
教
育
の
中
身
は
、
「
実
科
ハ
日
々
入
坑
シ
テ
現
場
二
就
キ
係
員
ノ
指
導
ニ
ョ
リ
実
地
ノ
練
習
ヲ
為
ス
」
の
で
あ
り
、
「
学
科
」
は
「
毎
週
一
一
回
、
夜
間
二
時
間
」
で
修
身
講
話
、
雇
用
労
役
規
則
、
扶
助
及
び
共
救
義
会
（
企
業
の
共
済
会
）
、
倉
庫
品
貸
下
そ
の
他
保
護
制
度
、
鉱
夫
の
心
得
な
ど
の
授
業
で
あ
っ
た
。
（３） 
し
か
し
こ
の
制
度
が
直
ち
に
行
わ
れ
た
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
鉱
業
所
の
ま
と
め
た
資
料
で
は
、
「
坑
夫
養
成
寮
」
が
大
Ⅶ
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
制
度
残
存
の
理
由
場
を
飯
場
一
般
と
同
一
視
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
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正
元
年
に
通
洞
坑
で
、
同
四
年
に
本
山
坑
で
、
同
五
年
に
小
滝
坑
で
設
立
さ
れ
、
収
容
力
は
そ
れ
ぞ
れ
七
十
二
人
、
九
十
六
人
、
七
十
（４） 
人であった。そして大正四年の「坑夫養成規定」の改正案は、「坑夫養成ノ目的」として坑夫の「技術習得」と「口叩
性
」
の
「
淘
冶
」
を
唱
い
、
見
習
坑
夫
の
年
齢
を
二
十
五
歳
に
引
き
下
げ
、
実
地
の
指
導
者
を
単
な
る
「
係
員
」
か
ら
「
技
価
・
品
性
優秀ニシテ指導ノ才二長シタル坑夫」を「選定」して教育にあてる、と規定している。
こ
れ
ら
の
鉱
業
所
の
試
み
は
、
徐
々
に
独
自
の
教
育
体
制
を
強
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
成
功
し
た
と
し
て
も
、
鉱
業
所
は
、
一
挙
に
友
子
の
熟
練
養
成
機
能
を
無
視
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
友
子
は
、
坑
夫
飯
場
組
合
下
で
毎
年
取
立
式
を
行
い
、
伝
統
的
な
鉱
夫
の
技
能
養
成
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
正
二
年
に
行
わ
れ
た
本
山
坑
の
取
立
式
で
は
、
（５） 
百二十一人が新に友子鉱夫に加入を認められた。取立制度は、技能養成の実質的な一息義を漸次少しずつ失っていっ
た
で
あ
ろ
う
が
、
形
式
と
し
て
は
少
し
も
衰
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
友
子
制
度
は
、
鉱
夫
の
熟
練
が
失
わ
れ
ず
残
り
、
鉱
業
所
が
独
自
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
創
り
あ
げ
る
ま
で
、
取
立
制
度
を
維
持
す
る
組
織
と
し
て
存
在
意
義
を
持
ち
続
け
た
の
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
は
、
友
子
の
共
済
機
能
が
、
当
時
は
鉱
夫
に
と
っ
て
も
鉱
業
所
に
と
っ
て
も
、
ま
だ
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
鉱
業
所
は
、
友
子
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
坑
夫
飯
場
組
合
下で展開された友子の共済活動は、他の産業のそれと比べて、非常に水準の高いものであり、それを鉱夫たちが自
主
的
に
行
っ
て
い
た
こ
と
の
意
義
は
途
方
も
な
く
大
き
い
。
（６） 
片や鉱業所は、鉱業条例に規定されている「鉱夫扶助規則」をもっていたとはい←え、一般の鉱夫に対しどの程度
真
面
目
に
実
行
し
た
か
明
ら
か
で
は
な
く
、
一
般
の
鉱
夫
の
傷
病
、
災
難
、
災
厄
は
放
置
さ
れ
、
友
子
の
共
済
制
度
に
任
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
鉱
業
所
は
、
確
か
に
明
治
三
十
年
に
「
共
救
義
会
」
と
言
う
共
済
組
合
を
独
自
に
組
織
し
た
が
、
こ
れ
は
、
主
に
直
轄
鉱
夫
(５４） 313 
他
方
鉱
業
所
は
、
労
働
組
合
運
動
が
起
こ
り
、
友
子
が
そ
れ
に
同
調
し
た
と
い
う
経
験
に
鑑
み
、
友
子
を
飯
場
頭
の
支
配
下
に
置
き
、
友
子
の
自
主
性
を
大
い
に
制
限
し
た
上
で
、
労
資
間
の
意
志
疎
通
機
関
と
し
て
利
用
し
、
ひ
い
て
は
友
子
の
労
働
組
合
化
を
防
ぎ
、
鉱
夫
の
労
働
運
動
へ
の
傾
斜
を
予
防
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
で
は
、
歴
史
に
照
ら
し
て
み
る
と
果
し
て
鉱
業
の
共
済
会
で
あ
っ
て
、
請
負
鉱
夫
と
呼
ば
れ
た
友
子
に
入
っ
て
い
た
採
鉱
夫
や
支
柱
夫
な
ど
の
一
般
の
鉱
夫
は
、
任
意
加
盟
で
あ
っ
た
（７） 
た
め
、
殆
ど
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だから暴動が起きて鉱夫の待遇に気を付けようとした時、鉱業所は、何の事はない友子制度を廃止するどころか、
友
子
の
持
っ
て
い
た
共
済
機
能
を
飯
場
制
度
の
中
に
持
込
み
、
企
業
の
管
理
下
に
置
こ
う
と
し
た
に
止
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
友
子
の
自
治
的
機
能
も
ま
た
、
鉱
業
所
に
は
捨
て
難
い
魅
力
で
あ
っ
た
。
友
子
の
も
っ
て
い
た
労
働
、
生
活
に
お
け
る
自
治
的
な
秩
序
化
機
能
は
、
友
子
の
独
自
性
で
あ
り
、
労
働
組
合
化
の
大
き
な
根
拠
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
鉱
業
所
に
と
っ
て
は
好
ま
し
か
ら
ざ
る
側
面
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
だ
け
を
み
れ
ば
、
鉱
業
所
は
、
友
子
制
度
を
廃
止
し
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
他
面
で
は
、
こ
の
自
治
的
性
格
は
、
熟
練
鉱
夫
が
分
散
的
な
地
下
の
採
鉱
過
程
で
あ
る
程
度
自
主
的
に
働
く
為
に
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
鉱
業
所
は
、
鉱
業
資
本
の
言
う
こ
と
を
自
主
的
に
聞
く
鉱
夫
を
ま
だ
養
成
し
き
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
鉱
夫
が
自
主
的
に
働
き
、
秩
序
を
維
持
す
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
友
子
制
度
を
廃
止
す
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
に
大
い
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
友
子
の
飯
場
制
度
へ
の
組
み
入
れ
は
、
成
行
き
的
な
労
務
管
理
し
か
出
来
な
か
っ
た
当
時
の
鉱
山
で
は
、
幾
ば
く
か
の
進
歩
的
な
改
革
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
例えば鉱業所の「足尾使用人問題調」（大正十年）と一一一一口う資料は、友子について言及し、「之し数百年ノ歴史ヲ有
（８） 
ス
ル
鉱
夫
独
特
ノ
美
風
ナ
リ
」
と
捉
一
え
て
い
る
。
こ
れ
は
足
尾
銅
山
の
経
営
者
が
、
友
子
に
対
し
て
極
め
て
好
意
的
な
態
度
を
と
っ
た
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所の意図は、実現したかどうか即断しかねる。何故なら、大正八年の大争議は阻止出来なかったし、再び友子は、
争
議
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
四
に
、
労
働
市
場
に
占
め
る
友
子
の
特
別
の
役
割
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
鉱
夫
募
集
や
労
働
力
の
需
給
調
整
に
対
し
友子は、大きな役割を果たしてきた。足尾銅山の強力な友子を頼って多くの鉱夫が浪人として集まった。登山して
きた鉱夫のうちある者は、当地で一雇用され、ある者は他の鉱山を目指した。
友子制度を廃止してこのような友子の浪人交際を無くすことは、鉱夫の自然流人を阻止し、また友子を頼った鉱
夫
の
募
集
を
困
難
に
し
て
し
ま
う
。
従
っ
て
友
子
は
、
大
正
期
少
な
く
と
も
戦
後
不
況
の
始
ま
る
大
正
九
年
以
前
に
は
、
労
働
市
場
の
面
か
ら
も
廃
止
し
難
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
以上のように、足尾銅山の友子制度は、明治四十年九月から大正九年に再び「鉱夫組合」として再編されるまで、
一定の根拠をもって飯場制度の中で変型されながらも残存していたと言えるのである。
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